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子
ど
も
た
ち
の

未
来
の
た
め
に
、

制
御
不
能
な
原
子

力
に
代
わ
り
、
新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
全
て
の
日
本
人
が
考
え

た
、
３
月
11
日
の
東
京
電
力
福

島
原
子
力
発
電
所
の
炉
心
溶
融

事
故
。
１
年
が
過
ぎ
た
５
月
５

日
、
北
海
道
電
力
泊
原
発
を
最

後
に
、
日
本
に
あ
る
全
て
の
原

子
力
発
電
所
が
停
止
し
た
▼
全

て
の
日
本
人
は
節
電
を
考
え
、

夏
の
暑
さ
に
向
け
て
ク
ー
ル
ビ

ズ
を
用
意
し
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
へ
向
け
て
バ
ッ
テ
リ
ー
に
２

日
間
の
電
気
を
貯
め
ら
れ
る
自

家
用
車
が
開
発
さ
れ
た
。
風
力

や
バ
イ
オ
チ
ッ
プ
や
、
小
川
の

せ
せ
ら
ぎ
を
利
用
し
た
小
規
模

発
電
や
地
熱
発
電
、
太
陽
光
発

電
な
ど
、
地
産
地
消
で
電
力
を

賄
お
う
と
す
る
「
風
が
さ
さ
や

き
、
森
が
踊
り
、
神
々
が
舞
い

降
り
る
、
そ
こ
は
雲
の
上
の
楽

園
、
梼
原
」
高
知
県
北
西
部
の

梼ゆ
す

原は
ら

町
の
よ
う
な
地
域
も
現
れ

始
め
て
い
る
▼
天
然
ガ
ス
は
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ま
で
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
が
伸
び
て
い
る
。
液
化
し

な
く
て
も
安
い
値
段
で
日
本
ま

で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
延
長
す
る

こ
と
も
可
能
だ
。
日
本
近
海
に

も
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
鉱
床
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
衛
星
軌
道
に

太
陽
光
発
電
所
の
輪
を
作
る
こ

と
も
可
能
だ
。
日
本
の
出
番

だ
。
か
つ
て
の
よ
う
に
太
陽
光

発
電
所
で
世
界
を
リ
ー
ド
し
よ

う
▼
原
子
力
発
電
所
の
解
体
に

は
何
十
年
も
か
か
る
。
地
域
の

雇
用
は
守
ら
れ
る
。
原
発
交
付

金
は
名
称
を
変
え
て
放
射
性
物

質
保
管
交
付
金
と
し
て
継
続
す

れ
ば
地
域
経
済
は
成
り
立
つ
。

関
西
電
力
大
飯
原
発
が
事
故
を

起
こ
せ
ば
近
畿
の
水
が
め
琵
琶

湖
が
汚
染
さ
れ
取
り
返
し
が
つ

か
な
い
。
未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
全
て
の
原
子
力

発
電
所
は
廃
炉
に
し
よ
う（
水
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
第81回評議員会　詳報 ４～５面

８面保険診療のてびき
下顎埋伏智歯根尖と下顎管㊦

研
面
究

作　
　家関岡氏、田中衆院

議員、色平医　
　師 招きシンポ

４氏が危険性訴える

お問い合わせは、☎078－393－1801　協会事務局まで

日　　時　６月17日（日）13時30分～
会　　場　 チサンホテル神戸（｢高速神戸」駅　直結　徒歩１分、

JR神戸駅から徒歩３分）
記念講演　15時30分～　

カプセル内視鏡の有用性と
　　今後の展望　　　　　

講　　師　慶應義塾大学医学部　内視鏡センター助教

 細江　直樹　先生　　 　
懇 親 会　17時30分～（参加費不要）

兵庫県保険医協会　　第44回総会

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
国
民
皆
保
険
を
崩
壊
さ
せ
る―

―

。
協
会
は

６
月
３
日
、
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
医
療
を
壊
す
」

を
協
会
会
議
室
で
開
催
し
、
１
１
５
人
が
参
加
し
た
。
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
関
岡
英
之
氏
、
衆
議
院
議
員
の
田
中
康
夫

氏
、
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
佐
久
総
合
病
院
地
域
ケ
ア
医
長
の
色
平

哲
郎
氏
、
協
会
の
川
西
敏
雄
副
理
事
長
が
登
壇
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
が
医
療
に
与
え
る
影
響
を
議
論
し
た
。

医
師
・
歯
科
医
師
、
農
業
関
係
者
、
市
民
な
ど
１
１
５
人
が
参
加

　

基
調
講
演
を
行
っ
た
関
岡
氏

は
、
日
米
関
係
が
米
国
大
企
業

の
ロ
ビ
ー
活
動
を
受
け
た
米
国

の
思
惑
の
ま
ま
に
な
っ
て
き
た

こ
と
を
指
摘
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
米

国
大
企
業
の
狙
い
が
国
民
皆
保

険
の
縮
小
や
高
額
民
間
保
険
市

場
の
拡
大
に
あ
り
、
そ
れ
が
実

現
す
れ
ば
日
本
の
医
療
は
崩
壊

す
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

ま
た
関
岡
氏
は
、
企
業
が
国

家
を
訴
え
る
こ
と
の
で
き
る
Ｉ

Ｓ
Ｄ
条
項
が
実
際
に
発
動
し
た

事
例
を
紹
介
。
国
民
皆
保
険
制

度
を
持
つ
カ
ナ
ダ
が
米
投
資
家

か
ら
訴
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が

起
こ
っ
て
お
り
、
日
本
も
例
外

で
な
い
と
実
情
を
伝
え
た
。

　

田
中
氏
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国

の
総
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
90
パ
ー
セ
ン
ト

を
日
米
が
占
め
て
い
る
状
況

で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
て
も
輸

出
は
伸
び
な
い
と
主
張
。
日
本

の
国
益
に
な
る
こ
と
は
何
も
な

い
「
壊
国
」
の
愚
策
で
あ
る
と

痛
烈
に
批
判
し
た
。

　

色
平
氏
は
、
地
域
で
活
動
す

る
医
師
の
立
場
か
ら
、
無
保
険

者
が
増
え
つ
つ
あ
る
状
況
を
紹

介
。
国
民
皆
保
険
制
度
の
重
要

性
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
に
よ
っ
て
薬
価
が
上
が

れ
ば
医
療
費
が
削
ら
れ

る
こ
と
は
確
実
で
、
看

護
師
な
ど
医
療
関
係
者

と
連
帯
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
述
べ
た
。

　

川
西
副
理
事
長
は
、

各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
議
論

を
踏
ま
え
、
北
欧
な
ど

の
高
福
祉
国
家
が
日
本

よ
り
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
伸
ば

し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
よ
り
も
、

社
会
保
障
の
充
実
に
よ

る
内
需
の
拡
大
を
め
ざ

す
べ
き
だ
と
主
張
し

た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
た
西
山
裕
康
理
事
が
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
賛
成
派
の
意
見
を
紹

介
し
た
。
賛
成
派
の
「
成
長
す

る
ア
ジ
ア
を
取
り
込
み
、
中
国

を
牽
制
す
る
」
な
ど
の
主
張
に

対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
中
国
や
イ
ン

ド
な
ど
ア
ジ
ア
の
成
長
国
が
参

加
す
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
低

い
な
ど
、
広
く
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。

　

最
後
に
加
藤
擁
一
副
理
事
長

が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
農
業
だ
け
で
な

く
、
医
療
に
も
悪
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
広

く
国
民
に
伝
え
て
い
こ
う
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

　

当
日
は
、
兵
庫
協
会
が
企
画

編
集
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
医
療
を
壊
す
」
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
版
を
参
加
者
全
員
に
配

布
し
た
。
今
後
、
同
シ
ン
ポ
の

内
容
や
全
国
か
ら
の
意
見
を
取

り
入
れ
、
保
団
連
発
行
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
す
る
予
定
。

　

協
会
は
６
月
４
日
、
野
田

内
閣
の
関
西
電
力
大
飯
原
発

声
明
を
表
明
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

３
・
４
号
機
の
再

稼
働
に
向
け
た
動

き
に
対
し
、
緊
急

抗
議
声
明
（
全
文

２
面
）
を
表
明
し

た
。

　

協
会
は
４
月
12

日
に
も
同
趣
旨
の

声
明
を
発
表
し
て

い
た
が
、
関
西
広

域
連
合
が
５
月
31

日
、「
暫
定
的
」

と
す
る
政
府
の
言

質
を
受
け
入
れ
、

　

福
島
第
一
原

発
事
故
原
因
の

究
明
・
検
証
が

す
す
ん
で
お
ら

ず
、
民
主
的
な

規
制
機
関
も
で

き
て
い
な
い
な

か
の
再
稼
働
は

新
た
な
「
安
全

神
話
」
を
生
み

出
す
も
の
と

し
、
容
認
に
転

じ
た
関
西
広
域

連
合
の
姿
勢

再
稼
働
を
事
実
上
容
認
し
た

と
の
報
道
を
受
け
、
改
め
て

は
、
国
民
を
裏
切
る
も
の
な

ど
と
批
判
し
て
い
る
。

議
論
を
交
わ
す
パ
ネ
リ
ス
ト

と
な
り
建
替
え
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
兵
庫
県
は
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
２
期
地
へ
の
移
転

計
画
を
決
定
。
し
か
し
、
県
が

発
表
し
た
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
も
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド

は
孤
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

　

請
願
は
、
東
日
本
大
震
災
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
か

ら
も
、
沿
岸
地
に
拠
点
病
院
を

集
中
さ
せ
る
こ
と
は
避
け
る
べ

き
と
指
摘
。
県
医
師
会
を
は
じ

め
と
し
た
医
療
団
体
の
意
見
を

全
く
聞
か
な
い
ま
ま
の
計
画
策

定
で
、
医
療
関
係
者
が
反
対
の

意
志
を
表
明
し
て
い
る
な
か
、

移
転
を
推
進
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
と
し
て
、
計
画
の
撤
回

を
求
め
て
い
る
。

　

請
願
の
紹
介
を
し
た
の
は
、

日
本
共
産
党
の
杉
本
ち
さ
と
県

会
議
員
、
無
所
属
の
丸
尾
牧
県

会
議
員
の
２
氏
。

　

同
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
県

医
師
会
・
神
戸
市
医
師
会
が
移

転
反
対
を
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
す
る
な
ど
、
医
療
関
係
団

体
内
で
移
転
反
対
の
運
動
が
ま

き
お
こ
っ
て
い
る
。

　

他
に
、
県
下
各
支
部
が
、
尼

崎
市
・
伊
丹
市
・
川
西
市
・
宝

塚
市
・
三
田
市
の
各
議
会
に
移

転
撤
回
を
求
め
る
請
願
を
提
出

し
て
お
り
、
６
月
議
会
で
審
議

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

協
会
は
６
月
５
日
、
兵
庫
県

議
会
に
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
計
画
の

撤
回
を
求
め
る
請
願
書
を
提
出

し
た
。

　

６
月
11
日
の
健
康
福
祉
常
任

委
員
会
で
審
議
が
行
わ
れ
、
県

病
院
局
が
浸
水
の
お
そ
れ
は
な

い
こ
と
、
医
師
会
も
当
初
は
賛

成
し
た
な
ど
と
報
告
。
井
戸
県

政
与
党
の
自
民
、
民
主
、
公
明

の
各
会
派
は
、
県
病
院
局
の
説

明
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
意
見
を
表

明
し
不
採
択
を
主
張
。
野
党
の

日
本
共
産
党
は
採
択
を
主
張
し

た
も
の
の
、
賛
成
少
数
で
不
採

択
に
な
っ
た
。

　

県
立
こ
ど
も
病
院
は
築
40
年

こ
ど
も
病
院
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転

「
撤
回
求
め
る
」請
願 

不
採
択
に

再稼働に断固反対
緊急抗議声明を送付（２面）

大
飯
原
発

３面に広告３面に広告

県 議 会

保険医年金は保険医年金は
６月６月2525日締切日締切
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会
員
訃
報

白
井　

哲
彦
先
生

北
区　

精
神
・
神
経
科

３
月
26
日　

享
年
78
歳

兵庫県保険医協会理事長　　池内　春樹

在宅への薬剤師の関わり方を考えた

求
　
求
　

人人

◇
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士

◇
勤
務
地　

尼
崎
市
潮
江
１

｜
３
｜
35

◇
条
件

歯
科
医　

臨
床
経
験
に
応
じ

20
万
円
〜
90
万
円

衛
生
士　

臨
床
経
験
に
応
じ

20
万
円
〜
35
万
円

◇
委
細
面
談
の
う
え

◇
詳
し
く
は
、

www.am
a-dental.com

ま
で

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
０
８
０
｜
３
９
７
１
｜
６

５
９
２　

事
務
長　

細
田
ま

で

医
院
譲
渡

医
院
譲
渡

◇
物
件　

鉄
筋
２
階
建 

診

療
所
兼
住
居

◇
建
物　

３
２
６
㎡　

土
地

４
１
６
㎡

◇
標
榜
科
目　

内
科
、
小
児

科
他

◇
所
在
地　

阪
急
中
山
駅
よ

り
バ
ス
で
約
12
分
。
バ
ス
停

斜
め
向
か
い

◇
周
辺　

中
層
マ
ン
シ
ョ
ン

林
立
（
30
棟
以
上
）
区
域

内
、
当
院
の
他
医
院
な
し

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
０
７
９
７
｜
89
｜
４
６
４

９月
水
金
土　

午
前
９
時
〜
午

後
１
時

　

協
会
地
域
医
療
部
は
５
月
12

日
、
第
31
回
在
宅
医
療
研
究
会

を
「
地
域
連
携
と
『
薬
局
３
・

0
』~

在
宅
医
療
に
お
け
る
次

世
代
型
保
険
薬
局
の
役
割~

」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
44
人
が

参
加
し
た
。
参
加
者
の
感
想
文

を
紹
介
す
る
。

　

５
月
12
日
、
在
宅
医
療
研
究

会
に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者

の
８
割
が
薬
剤
師
で
、
在
宅
医

療
へ
の
か
か
わ
り
方
に
強
い
関

心
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
ハ
ザ
マ
薬
局
の
祝
迫

く
み
子
薬
剤
師
の
実
践
例
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
・
効
果
・
副
作
用
・
多

剤
併
用
の
点
検
等
に
つ
い
て

も
、
患
家
訪
問
で
生
活
環
境
を

把
握
す
れ
ば
、
よ
り
正
確
で
効

果
的
な
指
導
・
助
言
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、

往
診
に
同
行
し
て
患
者
の
情
報

を
共
有
の
上
、
医
師
に
専
門
的

助
言
が
で
き
る
こ
と
等
を
通
し

て
チ
ー
ム
医
療
の
一
翼
を
担
っ

て
お
ら
れ
る
現
状
を
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
ず
薬
学
部
６
年
制
の
ス
タ

ー
ト
の
意
味
、
コ
ン
ビ
ニ
薬
局

の
出
現
に
つ
い
て
お
話
し
さ

れ
、
医
師
よ
り
も
信
頼
さ
れ
て

い
る
米
国
の
薬
剤
師
が
医
師
と

対
等
に
進
め
る
共
同
薬
物
治
療

管
理
（
Ｃ
Ｄ
Ｔ
Ｍ
）
の
紹
介
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
日
本
版
Ｃ
Ｄ
Ｔ
Ｍ
を

も
く
ろ
む
厚
生
労
働
省
の
「
薬

剤
選
択
／
投
与
量
／
投
与
方
法

／
投
与
期
間
等
に
つ
い
て
医
師

に
積
極
的
に
提
案
し
た
り
、
在

宅
を
含
む
薬
物
療
法
を
受
け
て

い
る
患
者
に
対
し
薬
学
的
管
理

を
行
う
こ
と
は
非
常
に
有
益
」

と
い
う
見
解
（
医
政
発
０
４
３

０
第
1
号
）
に
も
言
及
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
上
で
、
薬
学
診
断
と
薬

学
的
治
療
計
画
の
た
め
に
バ
イ

タ
ル
サ
イ
ン
や
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
、
従
来
の
立
地
で
選
ば
れ
る

単
機
能
型
調
剤
薬
局
か
ら
薬
剤

師
と
い
う
人
材
で
選
ば
れ
る
多

機
能
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ァ

ー
マ
シ
ー
に
進
化
し
な
け
れ
ば

生
き
残
れ
な
い
し
、
や
り
が
い

も
な
い
の
で
は
？　

と
問
題
提

起
さ
れ
ま
し
た
。

　

将
来
を
見
据
え
た
力
強
い
提

言
に
大
い
に
心
動
か
さ
れ
た
講

演
会
で
し
た
。

 

【
灘
区　

住
友　

直
幹
】

　

「
小
豆
島
巨
大
ダ
ム
建
設
現

場
見
学
と
寒
霞
渓
散
策
」
の
環

境
・
公
害
対
策
部
の
視
察
会
に

参
加
し
た
。
森
岡
芳
雄
先
生
、

山
中
忍
先
生
、
永

本
浩
先
生
、
宗
実

琴
子
先
生
、
林
祐

介
と
事
務
局
２
人

が
参
加
し
た
。

　

姫
路
港
か
ら
小

豆
島
福
田
港
ま
で

フ
ェ
リ
ー
で
行

き
、
グ
リ
ル
山
で

昼
食
を
済
ま
せ
、

ダ
ム
建
設
現
場
の

見
え
る
所
ま
で
移

動
し
た
。

　

建
設
が
進
む
新

内
海
ダ
ム
（
４
４

７
メ
ー
ト
ル
の
巨

ー
セ
ン
ト
が
同
意
し
た
と
い
う

が
直
下
住
民
の
75
・
７
パ
ー
セ

ン
ト
が
認
め
て
い
な
い
。
ど
う

み
て
も
、
こ
ん
な
巨
大
な
ダ
ム

を
こ
こ
に
建
設
す
る
必
要
性
が

見
え
て
こ
な
い
。

　

案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
寒
霞

渓
の
自
然
を
守
る
会
会
長
の
山

西
克
明
氏
お
よ
び
事
務
局
佐
伯

氏
は
「
小
さ
い
頃
は
川
に
鮎
が

い
た
し
、
ホ
タ
ル
も
い
た
。
ダ

ム
の
建
設
が
始
ま
り
す
っ
か
り

見
な
く
な
っ
た
」
と
な
げ
い
て

お
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
寒
霞
渓
山
頂
ま
で

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
行
き
、
徒
歩

で
下
山
し
た
。
そ
の
途
中
た
く

さ
ん
の
野
生
の
サ
ル
に
で
あ
っ

た
。
ま
た
見
上
げ
る
と
奇
岩
が

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。

　

寒
霞
渓
の
森
に
こ
れ
だ
け
多

く
の
野
生
の
サ
ル
が
生
息
し
て

い
る
の
を
見
て
こ
の
森
の
豊
か

さ
が
実
感
で
き
た
。

　

福
田
港
か
ら
姫
路
港
に
フ
ェ

リ
ー
に
乗
り
姫
路
港
で
解
散
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
よ
い
１

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

【
西
区
・
歯
科　

林　

祐
介
】

第
31
回
在
宅
医
療
研
究
会

人
材
で
選
ば
れ
る

　
　

か
か
り
つ
け
薬
局
に

感 想 文

◇
出
席　

24
人

◇
情
勢　

①
野
田
内
閣
は
、
今

国
会
に
提
出
す
る
と
し
て
い
た

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
見
直

し
法
案
」
の
提
出
を
先
送
り
す

る
方
針
。
法
案
の
内
容
は
70
歳

以
上
の
窓
口
負
担
を
２
割
に
す

る
な
ど
現
在
の
１
割
（
臨
時
的

措
置
）
を
後
退
さ
せ
る
も
の
。

現
行
法
の
２
割
に
も
ど
し
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
名
称
を

「
高
齢
者
医
療
制
度
」
に
改
め

る
だ
け
で
、内
容
は
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。

◇
医
療
運
動
対
策　

県
立
こ
ど

も
病
院
移
転
問
題
で
県
へ
の
公

開
質
問
状
に
対
す
る
県
回
答
書

に
つ
い
て
、
協
会
の
見
解
案
が

論
議
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

◇
東
日
本
大
震
災
救
援
対
策　

被
災
地
コ
ン
サ
ー
ト
を
７
月
14

日
〜
16
日
に
実
施
す
る
。
８
月

建設が進む新内海ダム（山中先生撮影）

　

環
境
・
公
害
対
策
部
視
察
会

　

環
境
・
公
害
対
策
部
視
察
会

自
然
の
島
に
巨
大
ダ
ム

必
要
性
ど
こ
に

感 想 文

保険医のための医薬品、医療材料、医療機器の共同購入事業

■協会会員の開業医はどなたでもご利用ＯＫ。
■４０年の歴史と実績をもつ大阪府保険医協同組合が
　母体となって運営し、医薬品･医療器材･歯科器材･　
　生活関連商品を数多く取り扱っています。 
■ご注文は電話、ＦＡＸ、Ｗｅｂオンラインから。
■Ｗｅｂサイトから、最新の取扱商品･価格がご覧いた
　だけます。利用方法はお問い合せください。
　　URL http://e-mdc.jp/
■ご利用者・ご希望者の協会会員には、１カ月に１回
　「medical net」（共同購入案内）をお送りします。

Ｍ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワーク

４
日
に
青
森
協
会
の
大
竹
会
長

を
招
い
て
西
宮
・
芦
屋
支
部
が

企
画
を
行
う
。
兵
庫
県
震
災
研

究
セ
ン
タ
ー
の
出
版
『
東
日
本

大
震
災
１
年
の
検
証―

阪
神
大

震
災
の
復
興
災
害
か
ら
学
ぶ

（
仮
）』
に
広
川
理
事
が
執
筆
。

◇
政
策
部　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

作
成
中
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
６

月
３
日
の
市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
企
画
が
紹
介
さ
れ
た
。

◇
総
務
部　

事
務
局
夏
季
休
務

８
月
13
日
（
月
）
〜
15
日

（
水
）
の
３
日
間
を
了
承
。

◇
県
社
保
協　

役
員
改
選
案

〔
会
長
：
吉
岡
正
雄
副
理
事
長

（
留
）、
事
務
局
次
長
：（
事
務

局
）
角
屋
・
岡
本
（
留
）、
高

山
（
新
）〕
を
了
承
。

◇
組
織
部　

規
定
に
基
づ
き
、

２
会
員
の
会
費
免
除
を
承
認
。

◇
そ
の
他　

高
山
事
務
局
員
の

退
職
に
伴
い
、
池
内
理
事
長
か

ら
40
年
超
勤
続
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

（
５
月
26
日　

理
事
会
よ
り
）

　大飯原発の再稼働について、協会は緊急抗議声明を表明し、６月４日、首相
等関係閣僚、関西広域連合の首長らに送信した。

大飯原発の再稼働に断固反対する
－関西広域連合の再稼働容認は、国民に対する裏切り－

　関西電力大飯原発３・４号機の再稼働に対して関西広域連合は、「暫定」と

の政府の言質を受け入れ、事実上の容認に転じ、野田政権は再稼働を決定しよ

うとしている。

　しかし、福島第一原発事故原因の究明・検証は進んでおらず、中身のない

「安全宣言」をふりかざして暴走する野田内閣の実態は何一つ解決していな

い。関西広域連合の転換は、国民に対する裏切りである。

　野田内閣が急ぐべきことは、民主的な規制庁の発足であるにもかかわらず、

設置関連法案は国会審議が始まったばかりである。

　電力の供給不足を理由に、経済界は再稼働を求めているが、本当に電力不足

になるのかについても十分な検証がされておらず、関西電力の主張を丸のみに

しているだけでは、到底、国民の納得は得られない。

　一旦、稼働すれば、それはただちに放射性廃棄物を大量に作り出すことにな

る。大飯原発で万が一原発事故が起こった場合、近畿の水がめ・琵琶湖が汚染

されるなど、兵庫県へも深刻な影響が及ぶことは明らかである。経済活動は大

事だが、命の安全保障に代わりうるものでは決してない。

　やるべきことをやらないまま、新たな「安全神話」を押し付ける大飯原発の

再稼働は断じて認められない。われわれは、いのちと健康をまもる医療者とし

て、関西電力大飯原発３・４号機を再稼働しないことを断固として要求するも

のである。

ご
冥
福
を
お
祈
り

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

　

さ
ら
に
バ
イ
タ
ル
サ

イ
ン
や
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
報
告

が
あ
り
、
か
か
り
つ
け

薬
局
の
あ
り
方
を
暗
示

し
つ
つ
、
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
と
深
い
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
る
姿
に
、
会

場
か
ら
驚
き
の
声
が
上

が
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ハ
ザ
マ
薬

局
の
運
営
主
体
で
あ
る

フ
ァ
ル
メ
デ
ィ
コ
株
式

会
社
社
長
で
医
学
博
士

の
狭
間
研
至
氏
の
講
演

に
移
り
ま
し
た
。

大
な
堰
堤
の
ダ
ム
）
が
見

え
て
き
た
。
住
民
の
80
パ

　

環
境
・
公
害
対
策
部
は
5
月
27
日
、
視
察
会
を
開
催
し
、
必

要
性
が
疑
問
視
さ
れ
な
が
ら
も
建
設
が
進
む
香
川
県
・
小
豆
島

の
新
内
海
（
う
ち
の
み
）
ダ
ム
を
視
察
し
、
自
然
豊
か
な
寒
霞

渓
を
散
策
し
た
。
８
人
が
参
加
し
た
。
感
想
文
を
紹
介
す
る
。
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あ
ち
こ
ち
で
情
報

発
信
さ
れ
、
応
援

の
輪
が
広
が
っ
て

い
く
様
子
も
伝
わ

っ
て
き
た
。

　

関
連
福
祉
施
設

の
損
壊
と
利
用
者

・
職
員
の
犠
牲
が

あ
り
、
情
報
が
錯

綜
す
る
中
で
、
患

者
移
送
の
手
配
や

関
連
施
設
へ
の
応

援
要
請
、
病
院
再

開
へ
の
決
断
な

ど
、
院
長
が
先
頭

に
立
っ
て
現
場
を

指
揮
さ
れ
た
。

の
経
験
の
積
み
重
ね
で
柔
軟
な

現
場
看
護
を
作
り
上
げ
て
き

た
。

　

大
町
病
院
は
、
実
践
を
通
し

て
看
護
師
が
得
て
き
た
知
恵
や

経
験
が
生
か
さ
れ
て
き
た
現
場

で
あ
り
、
そ
の
中
で
の
看
護
の

力
強
さ
・
創
造
性
を
実
感
し

た
。
そ
の
体
験
を
伝
え
て
い
く

こ
と
は
、
看
護
師
の
役
割
の
一

つ
で
あ
る
。
病
院
を
動
か
す
力

と
な
っ
て
い
る
院
長
・
看
護
部

長
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の

中
に
職
業
意
識
と
倫
理
観
を
学

ば
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
た
び
貴
重
な
時
間
を
い

た
だ
き
震
災
１
年
の
軌
跡
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
猪
又
病
院

長
、
藤
原
看
護
部
長
に
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
と
な
る
３
月
20
日
、
21
日
に
、
広
川
恵

一
協
会
理
事
、
薬
剤
師
の
長
光
由
紀
氏
、
板
倉
弘
明
氏
、
看
護
師
の
廣
川
秋
子
氏
が
、
岩
手
・

宮
城
・
福
島
の
被
災
３
県
を
訪
問
し
た
。
長
光
氏
と
廣
川
氏
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
。

 

（
写
真
は
す
べ
て
長
光
氏
撮
影
）

　

震
災
直
後
か
ら
兵
庫
協
会
の

活
動
と
し
て
被
災
地
に
か
か
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
広
川
恵
一
医
師

の
個
人
的
な
被
災
地
訪
問
に
同

行
し
た
。

　

雪
の
積
も
る
花
巻
空
港
か
ら

三
陸
海
岸
へ
。
22
メ
ー
ト
ル
も

の
高
さ
の
津
波
が
押
し
寄
せ
た

大
槌
町
で
、
昨
年
日
常
診
療
経

験
交
流
会
の
講
師
と
し
て
、
神

戸
へ
招
い
た
植
田
俊
郎
先
生
の

仮
設
診
療
所
を
訪
問
。
横
に
は

仮
設
薬
局
も
建
っ
て
い
た
。
こ

れ
か
ら
こ
の
小
槌
地
区
が
先
生

方
の
地
域
医
療
の
拠
点
と
な
る

よ
う
だ
。

　

線
路
が
錆
び
た
三
陸
鉄
道
を

見
な
が
ら
陸
前
高
田
市
へ
。
被

災
し
た
県
立
高
田
病
院
、
職
員

寮
も
４
階
ま
で
津
波
に
襲
わ

れ
、
そ
の
跡
が
く
っ
き
り
と
見

え
た
。

　

よ
う
や
く
病
棟
も
稼
働
し
始

め
た
仮
設
の
県
立
高
田
病
院

へ
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
が
ら
診
察

室
が
並
び
、
薬
局
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

無
料
送
信
コ
ー
ナ
ー
も
そ
ろ
っ

た
待
合
室
。
奥
様
を
津
波
で
亡

く
さ
れ
な
が
ら
も
病
院
の
医
療

チ
ー
ム
を
守
り
、
地
域
の
た
め

の
診
療
を
続
け
ら
れ
た
石
木
幹

人
院
長
の
気
迫
が
伝
わ
っ
て
き

た
。

　

20
日
は
、
震
災
時
よ
り
広
野

町
等
の
多
く
の
被
災
者
が
避
難

所
と
し
て
い
た
福
島
県
い
わ
て

湯
本
温
泉
「
新
つ
た
」
に
宿

泊
。
こ
こ
の
玄
関
ホ
ー
ル
は
福

島
、
兵
庫
両
協
会
が
協
力
し
て

健
康
相
談
や
劉
揚
（
り
ゅ
う
・

や
ん
）
さ
ん
の
二
胡
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
き
、
被
災
者
に
楽
し
ん

で
も
ら
っ
た
縁
が
あ
っ
た
。

　

泉
質
の
変
化
や
建
物
被
害
も

あ
っ
た
が
、
風

評
被
害
が
甚
大

で
湯
本
温
泉
の

宿
泊
客
は
原
発

工
事
関
係
者
の

み
と
な
っ
て
い

た
。
そ
ん
な

中
、
訪
問
直
前

（
３
月
17
日
）

に
唯
一
旅
館
と

し
て
一
般
客
の

受
け
入
れ
を

「
新
つ
た
」
は

再
開
さ
れ
た
。

他
の
ホ
テ
ル
・

旅
館
が
ま
だ
一

般
客
の
受
け
入
れ
が
で
き
て
い

な
い
こ
と
を
、
女
将
さ
ん
は
一

番
つ
ら
く
思
わ
れ
て
い
る
そ
う

だ
。

　

翌
21
日
、
原
発
事
故
の
警
戒

区
域
に
か
か
る
た
め
、
本
来
30

分
ほ
ど
の
距
離
を
東
北
高
速
道

路
経
由
で
大
き
く
迂
回
し
、
全

村
避
難
中
の
飯
舘
村
を
通
り
、

３
時
間
近
く
か
け
て
南
相
馬
市

へ
。
到
着
し
た
大
町
病
院
で
、

猪
又
義
光
院
長
と
藤
原
珠
世
看

護
部
長
か
ら
震
災
時
の
病
院
の

様
子
、
そ
の
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
躍
等
紹
介
し
て
い
た
だ

い
た
。

　

震
災
翌
月
に
業
務
再
開
を
猪

又
院
長
が
決
断
さ
れ
た
時
、
全

て
の
物
資
流
通
が
滞
っ
た
状
況

だ
っ
た
。
患
者
へ
の
薬
提
供

に
、
以
前
よ
り
連
携
中
の
地
域

薬
剤
師
と
協
議
し
、
医
薬
品
確

保
と
卸
業
者
の
流
通
も
考
え
、

７
日
分
ず
つ
処
方
箋
を
発
行
す

る
こ
と
で
再
開
さ
れ
た
。
大
変

な
こ
と
も
あ
っ
た
が
地
域
全
体

の
薬
局
薬
剤
師
と
交
流
が
深
ま

り
、
現
在
も
地
域
住
民
に
支
え

ら
れ
種
々
行
事
を
開
催
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
の
後
、
津
波
で
入
所
者
36

人
が
亡
く
な
り
看
護
師
１
人
が

行
方
不
明
の
介
護
施
設
「
ヨ
ッ

シ
ー
ラ
ン
ド
」
を
訪
ね
た
。
生

死
の
境
目
は
こ
こ
と
示
せ
る
、

白
壁
に
残
っ
た
津
波
の
跡
が
痛

々
し
か
っ
た
。

　

21
日
午
後
「
相
馬
野
馬
追
」

祭
り
で
有
名
な
国
道
を
仙
台

へ
。
立
ち
寄
っ
た
店
で
は
地
元

産
牛
乳
使
用
で
人
気
だ
っ
た
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
、「
北
海
道

産
牛
乳
使
用
」
と
掲
げ
な
い
と

売
れ
な
い
と
嘆
か
れ
た
。
放
射

線
の
数
値
が
下
が
っ
て
も
、
原

発
事
故
に
よ
る
地
元
の
方
々
の

苦
し
み
は
癒
え
な
い
。

　

途
中
、
盛
り
土
の
上
に
作
ら

れ
た
自
動
車
道
の
右
と
左
で
は

全
く
違
う
世
界
が
広
が
る
。
海

側
は
津
波
に
襲
わ
れ
水
浸
し
の

地
域
、
山
側
は
の
ど
か
な
田
園

風
景
。
偶
然
自
動
車
道
が
防
波

堤
と
な
っ
た
。

　

仙
台
空
港
近
く
で
車
返
却

時
、
ス
タ
ッ
フ
が
呟
い
た
。

「
自
然
は
す
ご
い
！　

潮
水
に

浸
か
っ
た
の
に
仙
台
空
港
の
周

り
に
今
年
も
草
が
生
え
て
く

る
」
地
球
上
で
は
短
い
人
類
の

歴
史
、
も
っ
と
長
く
生
き
抜
い

て
き
た
植
物
に
は
か
な
わ
な

い
。

　

駆
け
足
で
の
被
災
地
訪
問
だ

っ
た
が
、
医
療
者
と
し
て
多
く

の
方
々
と
手
を
取
り
、
も
っ
と

弱
い
立
場
の
方
々
に
手
を
差
し

の
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
た
。

　

最
後
に
こ
の
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
広
川
先
生
、
全
行

程
を
運
転
し
て
く
だ
さ
っ
た
板

倉
先
生
、
ず
っ
と
一
緒
に
い
て

く
だ
さ
っ
た
廣
川
秋
子
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

病気やケガによる休業に備えて。自宅療養
も補償されます

うつ病、認知症による就業不能や、地震等の天
災によるケガも／入院は１日目、自宅療養は５
日目から／再発も含めて通算1000日まで補償

・医療上の事故、医療施設の事故を補償

医師・歯科医師の老後設計に最適です

・急な出費にも１口単位で解約可能
・ 払込が困難なときは掛金中断、余
裕ができたら掛金再開

万一のためのコストは安さが魅力です！

毎年高配当を継続

　2011年度は63％、2010年度は42％
団体保険だから断然安い保険料
最高5000万円の高額保障
配偶者1000万円のセット加入あり
ライフプランに合わせていつでも増額・減額可
医師による診査はありません

６／25
締切 グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金

医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険
自在性が
魅力！

掛
金

病棟も稼動し始めた仮設の県立高田病院

津波の跡が痛々しい介護施設「ヨッシーランド」。入
所者36人が亡くなり、看護師１人が行方不明のままだ

　

３
月
21
日
、
福
島
県
南
相
馬

市
の
大
町
病
院
を
訪
れ
た
。
大

町
病
院
は
、
昨
年
に
起
こ
っ
た

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
で

一
時
活
動
停
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
も
、
同
年
４
月
４
日
い
ち

早
く
診
療
を
再
開
し
た
病
院
で

あ
る
。

　

猪
又
義
光
病
院
長
、
藤
原
珠

世
看
護
部
長
か
ら
「
復
興
へ
の

軌
跡
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
震
災

後
１
年
の
経
過
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

大
町
病
院
は
も
と
も
と
１
８

８
床
で
あ
っ
た
が
、
12
年
３
月

現
在
、
稼
働
し
て
い
る
の
は
３

分
の
１
の
60
床
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
の
理
由
の
一
つ
に
看
護
師
不

足
が
あ
る
。
震
災
、
原
発
事
故

で
不
本
意
に
も
現
地
を
離
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ス
タ
ッ

フ
も
多
く
い
る
。

　

病
院
再
稼
働
後
、
看
護
部
長

は
そ
う
い
っ
た
看
護
師
た
ち
の

遠
方
の
転
居
先
を
訪
問
し
復
職

を
呼
び
か
け
た
。
看
護
部
長
が

直
接
足
を
運
ぶ
と
い
う
こ
と

に
、
こ
れ
ま
で
築
か
れ
て
き

た
、
震
災
で
絶
た
れ
る
も
の
で

な
い
強
い
結
び
つ
き
を
感
じ

た
。
一
方
で
、
原
発
か
ら
30
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
地
点
で
復

職
を
呼
び
か
け
る
こ
と
自
体

に
、
当
初
大
き
な
葛
藤
が
あ
っ

た
こ
と
も
強
く
感
じ
る
。

　

大
町
病
院
は
現
在
、
常
勤
の

看
護
師
だ
け
で
な
く
、
短
時
間

勤
務
・
短
日
勤
務
の
看
護
師
も

積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
は
切
実
な
看
護
師
不

足
と
と
も
に
、
病
院
側
の
柔
軟

な
受
け
入
れ
の
姿
が
わ
か
る
。

　

震
災
直
後
か
ら
医
療
関
係

者
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
多
く
の
人
が
出
入
り

し
、
病
院
が
主
体
と
な
っ
て
力

を
合
わ
せ
て
や
っ
て
き
た
こ
と

が
、
人
を
受
け
入
れ
る
態
勢
づ

く
り
と
そ
の
自
信
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。
ま

た
、
そ
の
経
験
や
呼
び
か
け
が

　

即
決
即
断
で
物
事
を
す
す
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、
院

長
が
診
療
再
開
の
意
義
を
強
く

訴
え
、
方
針
を
打
ち
出
す
こ
と

が
、
多
数
の
人
間
を
結
び
付
け

同
じ
方
向
に
導
く
も
と
と
な
っ

て
い
た
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
病
院
機
能

の
回
復
と
い
う
大
き
な
目
標
の

中
で
、
ス
タ
ッ
フ
を
孤
立
さ
せ

ず
に
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
と
責
任

を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思

う
。
そ
れ
は
現
場
の
看
護
師
に

と
っ
て
周
辺
の
状
況
が
変
化
し

て
も
目
の
前
の
出
来
事
に
集
中

し
て
取
り
組
む
た
め
の
土
台
と

な
っ
た
と
思
う
。

　

震
災
で
こ
れ
ま
で
の
生
活
や

仕
組
み
が
破
綻
し
た
状
況
の
下

で
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
最
優

先
に
奮
闘
し
た
大
町
病
院
は
地

域
の
病
院
と
し
て
、
そ
の
あ
り

方
を
示
し
た
。
看
護
師
は
混
乱

の
中
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
目

の
前
の
課
題
に
取
り
組
み
、
そ

原発から30㎞に位置する大町病院

医
療
者
と
し
て

で
き
る
こ
と
を
考
え
た

伊
丹
市
・
薬
剤
師　
　

長
光　

由
紀

看
護
師
の
役
割

考
え
る
機
会
に

西
宮
市
・
広
川
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

看
護
師　
　

廣
川　

秋
子

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年

被 

災 

地

訪 

問 

記
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本
日
、
一
番
う
れ
し
い
こ
と

は
協
会
の
会
員
数
が
７
千
人
を

突
破
し
た
こ
と
。
先
生
方
の
声

か
け
に
よ
る
お
か
げ
だ
。
い
っ

そ
う
入
会
の
お
声
か
け
を
お
願

い
し
た
い
。

　

今
日
は
長
年
心
待
ち
に
し
て

い
た
益
川
敏
英
先
生
の
お
話
が

お
聞
き
で
き
る
。
素
粒
子
の
世

界
と
宇
宙
に
思
い
を
は
せ
た

い
。

　

さ
て
、
今
回
の
診
療
報
酬
改

定
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
並
み

の
医
療
費
に
す
る
と
の
民
主
党

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
現
す
る

た
め
の
わ
た
し
た
ち
の
闘
い
は

ま
だ
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
大
統
領
選
挙
で

は
、
緊
縮
財
政
を
優
先
し
大
企

業
・
富
裕
層
へ
の
減
税
に
よ
る

景
気
刺
激
策
を
訴
え
た
サ
ル
コ

ジ
大
統
領
を
、
大
企
業
や
富
裕

層
へ
の
増
税
に
よ
る
雇
用
拡
大

を
訴
え
た
オ
ラ
ン
ド
候
補
が
打

ち
破
っ
た
。
保
守
長
期
政
権
か

ら
社
会
党
大
統
領
へ
の
交
代

だ
。「
国
民
の
生
活
が
第
一
」

を
訴
え
た
民
主
党
は
、
鳩
山
・

菅
政
権
が
早
々
と
潰
さ
れ
、
今

は
小
泉
政
権
の
よ
う
に
米
国
べ

っ
た
り
の
野
田
政
権
に
な
っ
て

い
る
。

　

大
企
業
と
富
裕
層
の
た
め
の

「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改

革
」
を
弱
者
の
た
め
の
一
体
改

革
に
し
、
米
国
独
り
勝
ち
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
よ
り
も
日
中
韓
の
経

済
協
力
関
係
を
深
め
、
消
費
税

増
税
よ
り
も
大
企
業
・
富
裕
層

へ
の
増
税
や
企
業
の
役
割
と
は

何
か
を
問
い
直
そ
う
。

　

復
帰
後
40
年
に
な
る
沖
縄
に

思
い
を
い
た
し
、
日
米
安
保
を

問
い
直
し
、
い
ま
だ
に
収
束
す

ら
で
き
な
い
福
島
原
発
事
故
を

総
括
し
、
が
れ
き
の
処
置
も
ま

ま
な
ら
な
い
東
日
本
大
震
災
の

支
援
を
続
け
よ
う
。

　

兵
庫
県
の
民
生
費
と
教
育
費

の
予
算
割
合
は
、
大
阪
府
と
並

ん
で
全
国
最
低
だ
。
県
立
病
院

や
県
立
高
校
、
保
健
所
の
統
廃

合
が
進
み
、
大
阪
市
で
は
西
成

区
で
生
活
保
護
の
切
り
捨
て
を

特
区
と
称
し
て
実
行
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
全
国
に
波
及
す
る

の
が
心
配
だ
。

　

県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
も
正
念
場

だ
。
来
年
は
県
知
事
選
挙
の

年
。「
県
民
の
健
康
と
安
全
な

生
活
の
場
を
保
全
す
る
」
知
事

を
今
度
こ
そ
出
現
さ
せ
よ
う
。

　

少
子
高
齢
の
今
こ
そ
、
全
て

の
人
々
に
や
さ
し
い
、
緑
あ
ふ

れ
る
ふ
る
さ
と
日
本
を
ど
う
作

っ
て
い
く
の
か
、
み
ん
な
で
大

い
に
議
論
し
、
一
人
ひ
と
り
が

行
動
を
起
こ
そ
う
。
わ
れ
わ
れ

の
武
器
は
署
名
と
投
票
権
だ
。

そ
の
考
え
の
基
礎
と
な
る
の
は

世
界
一
す
ば
ら
し
い
日
本
国
憲

法
だ
。
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

祉
を
考
え
る
会
」
な
ど
、
地
域

の
特
徴
を
と
ら
え
た
企
画
を
開

催
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
立
病

院
の
統
合
問
題
に
対
し
、
医
療

機
関
が
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
か
な
ど
、
情
報
交
換
し
て

い
る
。

　

尼
崎
支
部
は
、
今
年
で
設
立

40
周
年
を
迎
え
る
。
今
年
７
月

に
予
定
し
て
い
る
40
周
年
記
念

総
会
で
は
、
放
射
性
廃
棄
物
管

理
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
映
画

「
10
万
年
後
の
安
全
」
を
上
映

し
、
支
部
活
動
の
40
年
を
振
り

返
る
場
を
設
け
る
予
定
に
し
て

い
る
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き

た
い
。

　

多
く
の
市
民
に
戦
争
の
悲
惨

さ
と
核
の
脅
威
、
平
和
と
自
然

環
境
の
大
切
さ
を
考
え
て
も
ら

い
た
い
。

　

協
会
の
事
業
内
容
は
、
開
業

医
だ
け
で
な
く
、
特
に
若
手
勤

務
医
に
値
打
ち
が
あ
る
。
共
済

制
度
は
万
一
の
際
の
リ
ス
ク
の

備
え
や
将
来
の
た
め
の
計
画
的

な
資
金
積
み
立
て
に
有
用
だ
。

勤
務
医
個
人
で
も
訴
訟
リ
ス
ク

へ
の
備
え
は
不
可
欠
で
、
協
会

の
医
賠
責
保
険
を
他
の
共
済
制

度
と
あ
わ
せ
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
一
層
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
く

な
る
。
ま
た
、
協
会
の
研
究
会

は
、
臨
床
経
験
豊
富
な
講
師
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

震
災
や
台
風
水
害
な
ど
の
際
、

ど
こ
よ
り
も
迅
速
に
対
応
し
て

く
れ
た
。

　

勤
務
医
も
多
忙
で
、
協
会
を

知
っ
て
も
ら
い
利
用
を
訴
え
る

機
会
は
な
か
な
か
持
て
な
い
。

フ
ェ
イ
ス
ツ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
の

紹
介
や
声
か
け
が
不
可
欠
だ
。

　

つ
な
が
り
の
あ
る
病
院
で
の

説
明
会
開
催
依
頼
や
、
知
り
合

い
の
勤
務
医
へ
の
直
接
の
紹
介

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

負
担
軽
減
を
求
め
た
署
名
引
き

受
け
な
ど
を
求
め
、
地
元
議
員

へ
の
要
請
行
動
も
行
っ
た
。

　

日
本
経
済
は
デ
フ
レ
か
ら
脱

却
し
て
い
な
い
。
消
費
税
を
上

げ
れ
ば
ま
す
ま
す
デ
フ
レ
が
進

行
し
、
税
収
が
減
る
こ
と
は
歴

史
が
証
明
し
て
い
る
。

　

マ
ス
コ
ミ
は
増
税
を
煽
り
、

民
主
党
の
一
部
と
共
産
党
や
社

民
党
以
外
の
政
党
は
、
消
費
税

増
税
を
訴
え
て
い
る
。
国
会
行

動
で
、
国
会
議
員
を
動
か
す
こ

と
が
大
事
だ
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
勉
強
し
て
も
賛
成

か
反
対
か
判
断
が
つ
か
な
い
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
賛
成
の
学
者
も
呼
ん
で

議
論
す
る
場
を
設
け
て
は
ど
う

か
。
医
療
関
係
者
か
ら
す
れ
ば

反
対
だ
が
、
農
業
で
は
賛
成
す

る
人
も
い
れ
ば
反
対
の
人
も
お

り
、
大
企
業
は
賛
成
し
て
い

る
。

　

こ
ど
も
病
院
移
転
先
の
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は
、
県
自
身
が

発
表
し
た
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
孤
立
す
る
可
能
性
が
判

明
し
た
。
そ
も
そ
も
分
散
化
こ

そ
が
リ
ス
ク
管
理
の
基
本
だ
。

沿
岸
地
に
拠
点
病
院
を
一
極
集

中
し
、
子
ど
も
や
母
親
を
危
険

に
さ
ら
す
こ
の
計
画
は
、
世
間

の
常
識
に
反
し
、
震
災
の
経
験

が
全
く
生
か
さ
れ
ず
、
説
得
力

の
あ
る
移
転
理
由
も
な
い
。

　

「
県
総
合
事
業
等
審
査
委
員

会
」
に
医
療
関
係
者
を
含
ま

ず
、
地
域
医
療
再
生
計
画
に
お

い
て
も
医
療
関
係
者
の
意
見
を

聞
か
ず
、
民
主
的
手
続
き
を
無

　

４
月
12
日
、
東
京
・
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
で
行
わ
れ
た
「
消

費
税
大
増
税
ス
ト
ッ
プ
！　

国

民
集
会
」
に
参
加
し
た
。
政
府

が
消
費
税
増
税
法
案
の
月
内
審

議
入
り
を
め
ざ
す
緊
迫
し
た
情

勢
の
な
か
、
全
国
か
ら
５
千
人

が
集
ま
っ
た
。

　

吉
岡
正
雄
副
理
事
長
が
医
療

分
野
の
代
表
と
し
て
、
医
療
機

関
の
損
税
問
題
に
つ
い
て
、
明

解
に
訴
え
た
。
そ
の
後
、
国
会

ま
で
デ
モ
行
進
も
し
た
。

　

国
会
で
は
、「
税
・
社
会
保

障
一
体
改
革
」
の
撤
回
や
患
者

　

私
は
現
在
、
淡
路
市
の
津
名

病
院
で
院
長
を
し
て
い
る
。
こ

こ
数
年
、
当
院
勤
務
医
を
対
象

に
協
会
の
説
明
会
を
開
催
し
、

私
か
ら
も
直
接
案
内
を
行
い
、

何
人
か
の
先
生
に
入
会
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
で
は
、
毎

年
、
市
民
対
象
の
映
画
会
と
学

習
会
を
８
月
に
開
催
し
て
い

る
。
６
回
目
の
今
年
は
「
親
子

で
語
ろ
う
未
来
！
」
を
テ
ー
マ

に
、
初
代
「
ゴ
ジ
ラ
」
の
上
映

と
「
放
射
能
汚
染
」
に
つ
い
て

の
学
習
会
を
企
画
し
て
い
る
。

　

福
島
県
で
は
今
な
お
、
放
射

能
被
害
に
対
し
、
住
民
が
不
安

な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
風
評

被
害
も
含
め
て
生
産
者
に
は
二

重
、
三
重
の
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

　

学
習
会
で
は
、
環
境
・
公
害

対
策
部
の
森
岡
部
長
に
講
演
し

て
い
た
だ
く
。
初
代
ゴ
ジ
ラ
の

映
画
は
、
35
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

で
、
ア
メ
リ
カ
の
ビ
キ
ニ
環
礁

で
行
わ
れ
た
水
爆
実
験
に
よ
っ

て
第
五
福
竜
丸
が
被
ば
く
し
た

１
９
５
４
年
に
公
開
さ
れ
た
。

モ
ノ
ク
ロ
だ
が
、
ゴ
ジ
ラ
が
水

爆
実
験
に
よ
っ
て
目
覚
め
地
上

に
出
現
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

尼
崎
支
部
で
は
、
医
療
・
介

護
事
業
者
向
け
の
「
医
療
と
福

開
く
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
な
ど

を
お
聞
き
し
た
。

　

新
点
数
研
究
会
に
は
医
科
・

歯
科
そ
れ
ぞ
れ
多
数
の
参
加
が

あ
り
、
患
者
負
担
軽
減
を
求
め

る
請
願
署
名
が
60
筆
集
ま
っ

た
。
接
遇
研
修
会
も
大
変
好
評

を
得
た
。

　

５
月
は
文
化
企
画
と
し
て
、

丹
波
焼
の
陶
芸
体
験
教
室
を
初

の
試
み
で
開
催
す
る
。

震
災
支
援
の
取
り
組
み
を
す
す

め
た
い
。

　

北
阪
神
支
部
は
、
毎
月
幹
事

会
を
開
催
し
、
研
究
会
な
ど
を

企
画
し
て
い
る
。

　

１
月
の
新
春
政
策
研
究
会
で

は
、
伊
丹
市
の
自
衛
隊
阪
神
病

院
院
長
の
森
﨑
善
久
先
生
に

「
自
衛
隊
阪
神
病
院
・
地
域
医

療
へ
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
い
た
だ
い
た
。
自
衛
隊
員
と

そ
の
家
族
の
み
を
対
象
に
し
て

い
た
が
、
地
域
住
民
に
門
戸
を

大
震
災
の
記
憶
と
経
験
を
語
り

継
ぐ
書
籍
の
普
及
も
行
っ
た
。

　

７
月
21
日
に
は
、
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
被
曝
し
た

経
験
を
持
つ
、
歌
手
で
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
民
族
楽
器
バ
ン
ド
ゥ
ー

ラ
奏
者
の
ナ
タ
ー
シ
ャ
・
グ
ジ

ー
さ
ん
を
招
き
、
支
部
総
会
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。

ぜ
ひ
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

　

今
年
度
は
、
新
た
な
取
り
組

み
も
行
い
、
支
部
研
究
会
・
懇

談
会
は
17
回
、
支
部
交
流
企
画

は
３
回
開
催
し
た
。
設
立
か
ら

30
年
を
迎
え
、
来
年
度
も
交
流

を
深
め
あ
い
な
が
ら
、
会
員
・

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
方
の

多
様
な
要
求
に
応
え
た
企
画
や

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
東
日
本
大
震

災
へ
の
支
援
活
動
と
し
て
、
被

災
地
へ
数
度
に
わ
た
る
訪
問
を

行
い
、
現
地
の
医
師
と
懇
談
を

行
っ
た
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
関
西
番

組
で
も
被
災
地
の
現
状
に
つ
い

て
話
題
提
供
し
、
阪
神
・
淡
路

　

協
会
が
、
５
月
20
日
に
開
催
し
た
第
81
回
評
議
員
会
で
の

理
事
長
あ
い
さ
つ
、
発
言
、
執
行
部
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
す

る
（
７
面
に
決
議
全
文
）。

あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

発　

言

発　

言

一
人
ひ
と
り
が

　
　

行
動
起
こ
そ
う

理
事
長　
　

池
内　

春
樹

研
究
会
17
回

震
災
支
援
も

西宮・芦屋支部

谷端美香評議員代理

多
彩
な
催
し

幹
事
会
で
企
画北阪神支部

金川清人評議員

支
部
40
周
年
迎
え

地
域
医
療
に
貢
献尼崎支部

細見基信評議員代理

「
ゴ
ジ
ラ
」上
映
会

放
射
能
汚
染
考
え
る

北摂・丹波支部

中西　透評議員

若
い
役
員
加
わ
り

活
発
に
活
動

北播支部

桂　正剛評議員

　

北
播
支
部
は
、
毎
月
の
世
話

人
会
を
軸
に
活
動
し
て
い
る
。

世
話
人
会
は
10
人
前
後
の
参
加

で
活
発
に
情
勢
の
問
題
や
支
部

企
画
に
つ
い
て
議
論
し
て
い

る
。

　

最
近
で
は
、
４
月
に
医
療
安

全
管
理
研
修
会
を
開
催
し
51
人

が
参
加
し
た
。
当
院
か
ら
も
職

員
が
参
加
し
、「
実
地
に
役
立

つ
研
究
会
だ
っ
た
」
と
の
感
想

が
出
さ
れ
て
い
た
。
秋
に
も
工

夫
し
な
が
ら
開
催
す
る
予
定

だ
。
支
部
総
会
は
、
突
合
縦
覧

点
検
の
現
状
を
テ
ー
マ
に
記
念

講
演
を
行
う
。

　

今
後
も
会
員
の
関
心
と
要
求

に
応
え
る
活
動
を
し
て
い
き
た

い
。
世
話
人
会
も
、
若
い
世
話

人
が
入
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い

る
。病

院
勤
務
医
へ

協
会
の
説
明
会淡路支部

中谷正史評議員

消
費
税
増
税
中
止

国
会
へ
訴
え
よ
う姫路・西播支部

正木茂博理事

こ
ど
も
病
院
移
転
は

幅
広
い
運
動
で
中
止
に

政策部・明石支部

西山裕康理事

（
５
面
に
続
く
）
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（
４
面
か
ら
の
続
き
）

視
し
て
い
る
。
計
画
は
、
基
本

構
想
か
ら
「
始
め
に
立
地
場
所

あ
り
き
」
の
悪
習
に
沿
っ
た
方

針
だ
。

　

明
石
支
部
で
は
３
月
に
市
と

懇
談
を
行
っ
た
が
、
口
頭
で
意

見
を
表
明
す
る
と
い
う
回
答
に

と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、
医
師

会
は
反
対
を
表
明
し
て
お
り
賛

成
す
る
団
体
は
な
い
。
医
療
関

係
者
や
患
者
さ
ん
だ
け
で
な

く
、
全
県
民
を
巻
き
込
ん
だ
運

動
と
す
れ
ば
移
転
は
ス
ト
ッ
プ

可
能
だ
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
大
会

広
島
に
参
加
し
よ
う

反核平和運動部

口分田勝理事

　

今
年
８
月
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

（
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会

議
）
世
界
大
会
が
23
年
ぶ
り
に

広
島
で
開
催
さ
れ
る
。
協
会
は

毎
回
、
反
核
医
師
の
会
と
と
も

に
有
志
の
募
金
を
募
り
、
大
会

に
代
表
を
派
遣
し
て
き
た
。

　

今
、
世
界
で
核
兵
器
の
廃
絶

を
求
め
る
動
き
が
大
き
く
広
が

っ
て
い
る
。
様
々
な
市
民
団
体

が
、
核
保
有
国
を
は
じ
め
各
国

政
府
に
核
兵
器
禁
止
の
交
渉
開

始
を
求
め
て
行
動
し
て
い
る
。

昨
年
12
月
に
は
国
連
総
会
で
核

兵
器
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
を

求
め
る
決
議
が
１
３
０
の
国
々

の
賛
成
で
採
択
さ
れ
た
。
国
連

の
潘
基
文
事
務
総
長
も
「
核
兵

器
の
な
い
世
界
」
を
実
現
し
よ

う
と
よ
び
か
け
て
い
る
。

　

こ
の
流
れ
を
さ
ら
に
加
速
さ

せ
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を
一
刻

も
早
く
締
結
さ
せ
る
た
め
、
人

々
の
生
命
を
守
り
、
健
康
を
保

つ
医
師
と
し
て
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
世

界
大
会
に
参
加
し
よ
う
。

米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
実
態

韓
国
か
ら
学
ん
だ神戸支部

藤末　衛評議員

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、
４
月
に

韓
国
の
「
健
康
権
実
現
の
た
め

の
保
健
医
療
団
体
連
合
」
政
策

室
長
の
ウ
・
ソ
ッ
キ
ュ
ン
先
生

が
来
日
さ
れ
、
懇
談
し
た
。

　

韓
国
で
は
、
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
が

２
０
０
６
年
に
提
案
さ
れ
、
昨

年
批
准
さ
れ
た
。
当
初
は
３
割

の
反
対
だ
っ
た
が
、
運
動
に
よ

り
08
年
に
は
７
割
ま
で
反
対
に

広
が
っ
た
も
の
の
、
押
し
切
ら

れ
、
様
々
な
問
題
が
出
て
き
て

い
る
。
薬
価
が
高
騰
し
、
特
区

だ
け
に
認
め
た
は
ず
の
営
利
病

院
が
、
特
区
を
越
え
て
活
動
し

て
い
る
。

　

Ｆ
Ｔ
Ａ
に
関
す
る
資
料
は
３

０
０
ペ
ー
ジ
も
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
独
特
の
特
許
用
語
や
経
済
用

語
が
使
わ
れ
、
何
を
言
っ
て
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で

専
門
家
会
議
を
立
ち
上
げ
、
分

か
っ
た
こ
と
を
若
い
人
に
分
か

る
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
運
動
が

進
ん
だ
と
い
う
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
ソ
ウ
ル
で

は
市
民
運
動
派
の
市
長
が
誕
生

し
た
。
次
は
条
約
そ
の
も
の
を

考
え
直
す
運
動
を
し
て
い
る
と

い
う
話
だ
っ
た
。
韓
国
の
経
験

に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。

生
活
を
脅
か
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ

な
ぜ
突
き
進
む
の
か政策部

川西敏雄副理事長

　

米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関

し
、
韓
国
政
府
と
日
本
政
府
に

共
通
す
る
の
は
、
国
民
に
十
分

説
明
し
て
い
な
い
こ
と
だ
。
違

い
は
、
日
本
は
国
会
審
議
前
に

協
会
や
保
団
連
が
問
題
点
を
勉

強
し
知
ら
せ
て
い
る
こ
と
だ
。

　

経
済
産
業
省
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
の
経
済
効
果
を
10
年
間
で
２

・
７
兆
円
と
試
算
し
て
い
る
。

年
収
５
０
０
万
円
の
家
庭
に
例

え
れ
ば
経
済
効
果
は
２
７
０
０

円
程
度
と
い
う
話
だ
。
仮
に
試

算
が
正
し
い
と
し
て
も
、
そ
の

代
償
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
「
健
康
達

成
度
」
１
位
と
評
価
し
た
優
れ

た
医
療
制
度
や
、
協
会
・
保
団

連
も
含
む
各
種
の
共
済
制
度
、

た
だ
で
さ
え
低
い
食
料
自
給
率

な
ど
を
失
え
ば
、
損
失
は
そ
の

数
十
倍
に
も
及
ぶ
だ
ろ
う
。
兵

庫
協
会
の
企
画
編
集
で
保
団
連

作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
企
画

し
て
い
る
。
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ

き
た
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、
国

民
が
営
々
と
し
て
積
み
上
げ
た

有
形
無
形
の
財
産
を
台
な
し
に

す
る
。
声
を
大
に
し
て
反
対
を

訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
飯
原
発
の

再
稼
働
に
反
対環境・公害対策部

山田　旺評議員

　

野
田
内
閣
は
、
関
西
電
力
大

飯
原
発
の
再
稼
働
を
急
い
で
い

る
。
し
か
し
、
再
稼
働
の
根
拠

と
さ
れ
て
い
る
新
し
い
安
全
基

準
は
、
政
府
が
原
子
力
安
全
・

保
安
院
に
３
日
で
作
成
さ
せ
た

も
の
で
、
重
大
事
故
が
起
き
た

場
合
の
対
策
は
な
い
に
等
し

い
。
福
島
原
発
事
故
の
原
因
究

明
が
進
ん
で
い
な
い
な
か
の
、

再
稼
働
容
認
は
国
民
を
欺
く
も

の
で
あ
る
。
独
立
し
た
民
主
的

な
規
制
機
関
が
不
可
欠
だ
。

　

大
飯
原
発
で
万
が
一
事
故
が

起
こ
る
と
琵
琶
湖
・
淀
川
水
系

が
汚
染
さ
れ
、
兵
庫
県
へ
も
深

刻
な
影
響
が
及
ぶ
。
再
稼
働
は

断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
。
原
発

ゼ
ロ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
へ
の

転
換
を
強
力
に
求
め
る
。

　

ま
た
、
姫
路
市
夢
前
町
で
は

地
元
住
民
の
合
意
を
得
な
い
ま

ま
、
国
内
最
大
級
の
安
定
型
産

業
廃
棄
物
処
分
場
が
建
設
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
有
害
物
質

の
流
出
に
よ
る
環
境
汚
染
が
懸

念
さ
れ
、
地
元
住
民
が
反
対
署

名
を
開
始
し
た
。
協
会
に
も
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

第
21
回
日
常
診
に

参
加
と
演
題
提
供
を

研究部

清水映二理事

　

第
21
回
日
常
診
療
経
験
交
流

会
は
、「
五
感
、
六
感
、
ふ
れ

あ
う
医
療
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

す
る
。
例
年
は
農
業
会
館
で
や

っ
て
い
た
が
、
今
年
は
Ｊ
Ｒ
神

戸
駅
南
の
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

で
行
う
。
医
科
歯
科
薬
科
交
流

企
画
は
「
抗
凝
固
剤
の
最
近
の

知
見
」
を
テ
ー
マ
に
行
う
。
抗

凝
固
剤
が
新
し
く
二
つ
出
て
く

る
予
定
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

観
点
か
ら
企
画
を
し
て
い
る
。

　

心
肺
蘇
生
の
実
技
講
習
会
も

予
定
し
て
い
る
。
実
技
講
習
会

は
プ
レ
企
画
で
も
実
施
す
る
予

定
だ
。
分
科
会
の
発
表
も
お
願

い
し
た
い
。

　

特
別
企
画
と
し
て
は
、「
今

さ
ら
聞
け
な
い
」
コ
ー
ナ
ー
を

予
定
し
て
い
る
。
内
科
か
ら
耳

鼻
科
と
か
、
医
科
か
ら
歯
科
へ

と
か
、
歯
科
か
ら
薬
科
へ
、
ち

ょ
っ
と
聞
い
て
み
た
い
こ
と
を

聞
け
る
コ
ー
ナ
ー
に
し
た
い
。

事
前
に
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
当

日
回
答
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

保
険
で
良
い
歯
科

運
動
広
げ
よ
う

北阪神支部

中井　通治理事

　

協
会
は
、
私
も
所
属
す
る
県

民
医
連
と
と
も
に
「
保
険
で
よ

り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連

絡
会
を
結
成
し
、
３
年
目
に
な

る
。
連
絡
会
は
、
国
民
の
口
腔

の
健
康
を
守
る
た
め
、
歯
科
医

療
関
係
者
と
患
者
・
住
民
と
の

協
同
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
、
街
頭
署
名
宣
伝
行
動
や
歯

科
医
療
の
学
習
会
な
ど
を
続
け

て
い
る
。

　

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
国
に
求
め
る
自
治
体
請
願

は
、
県
下
過
半
数
を
超
え
る
23

議
会
で
採
択
さ
れ
て
お
り
、
さ

ら
に
全
自
治
体
で
の
採
択
を
め

ざ
し
て
い
る
。

　

７
月
１
日
に
は
、
市
民
講
座

を
開
催
す
る
。「
歯
を
大
切
に

し
て　

健
康
が
花
咲
い
た
町　

『
８
０
２
０
』
運
動
発
祥
の

地
、
兵
庫
県
・
南
光
町
の
経
験

か
ら
」
と
題
し
、
元
南
光
町
長

の
山
田
兼
三
さ
ん
に
ご
講
演
い

た
だ
く
。
ま
た
、
恒
例
の
街
頭

署
名
宣
伝
行
動
も
行
う
。

　

全
国
的
な
発
信
と
し
て
も
、

歯
科
政
策
パ
ン
フ
『
命
を
守
る

歯
科
へ　

健
康
長
寿
社
会
に
向

け
て
』（
仮
）
を
近
日
発
刊
す

る
の
で
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

携
帯
電
話
の
電
磁
波

健
康
に
被
害
与
え
る

歯科部会

藤井佳朗評議員

　

最
近
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
携
帯
電
話

の
電
磁
波
に
よ
る
脳
腫
瘍
発
症

の
可
能
性
を
認
め
た
が
、
電
磁

波
の
危
険
性
は
今
や
全
国
民
に

及
ぶ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。

　

見
解
が
出
る
ま
で
は
政
府
や

企
業
は
「
安
全
」
だ
と
言
っ
て

き
た
が
、
最
近
は
沈
黙
し
て
い

る
。
行
政
、
大
企
業
の
立
場
か

ら
は
、
電
磁
波
の
危
険
性
を
認

め
た
く
な
い
気
持
ち
は
分
か
る

が
、
危
険
性
を
国
民
に
警
告
す

る
と
い
う
動
き
は
な
い
。
協
会

と
し
て
も
国
民
に
警
告
し
て
、

対
策
を
練
っ
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
ほ
か
、
平
衡
感
覚
障
害

や
発
が
ん
性
、
電
磁
波
過
敏
症

な
ど
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
ち
ら
は
ま
だ
科
学
的
根
拠
が

な
い
が
、
根
拠
が
出
た
と
き
に

は
す
で
に
被
害
が
広
が
っ
て
い

る
。
根
拠
が
出
る
前
に
手
を
打

た
な
い
と
い
け
な
い
。
電
磁
波

問
題
を
扱
っ
て
い
る
医
師
を
招

い
て
講
演
会
を
す
る
な
ど
す
べ

き
だ
。

　

日
常
診
で
い
つ
も
演
題
発
表

し
て
い
る
が
、
参
加
者
が
少
な

い
。
用
意
を
し
て
が
ん
ば
っ
て

発
表
す
る
発
表
者
の
立
場
も
考

え
て
、
参
加
者
が
増
え
る
よ
う

努
力
い
た
だ
き
た
い
。

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

薬
価
差
額
な
し
で

経
営
が
危
機
に

　

薬
の
値
段
に
つ
い
て
、
厚
労

省
は
薬
価
＝
納
入
価
と
と
ら
え

て
い
る
が
、
今
は
10
万
円
の
薬

を
買
っ
て
も
差
額
は
３
千
円
し

か
な
い
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
も
20

％
引
き
が
当
た
り
前
。
院
外
処

方
に
し
て
い
る
と
私
の
よ
う
な

矛
盾
も
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
や
が
て
院
外
処
方
箋
も
紙

切
れ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
の
診
療
報
酬
で
差
額
が
発
生

し
な
い
こ
と
は
問
題
だ
。
医
師

会
も
協
会
も
な
ぜ
取
り
上
げ
な

い
の
か
。

特
色
あ
る
支
部
活
動

協
会
の
魅
力
に

武村　義人
副理事長

　

支
部
の
活
動
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
お

り
貴
重
だ
。
協
会
は
支
部
活
動

が
基
本
。
役
員
の
若
返
り
も
含

め
、
活
発
な
活
動
を
期
待
し
た

い
。

　

北
阪
神
支
部
で
、
自
衛
隊
阪

神
病
院
が
地
域
医
療
に
参
加
す

る
こ
と
で
研
究
会
を
も
た
れ
た

の
は
、
よ
い
こ
と
だ
。
自
衛
隊

病
院
と
は
何
か
を
考
え
て
い
く

こ
と
も
必
要
か
と
思
う
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
日
常

的
に
大
き
な
運
動
を
さ
れ
て
い

る
。
特
に
震
災
で
は
広
川
理
事

を
中
心
に
精
力
的
に
活
動
し
て

お
ら
れ
る
。

　

尼
崎
支
部
で
は
、
大
気
汚

染
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題
も
あ

り
、
県
立
尼
崎
・
塚
口
病
院
の

統
廃
合
問
題
は
ま
だ
ま
だ
解
決

し
て
い
な
い
。
自
民
党
時
代
の

公
立
病
院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
民

主
党
に
な
っ
て
も
ま
だ
続
い
て

お
り
、
運
動
を
つ
づ
け
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
で
、
初
代

ゴ
ジ
ラ
の
映
画
会
を
す
る
と
の

こ
と
。
原
子
力
開
発
と
ゴ
ジ
ラ

の
関
係
の
深
さ
を
あ
ら
た
め
て

知
っ
た
。

　

淡
路
支
部
で
、
病
院
勤
務
の

若
い
ド
ク
タ
ー
に
入
会
を
勧
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
窓
口
負

担
な
ど
、
若
い
勤
務
医
の
先
生

に
と
っ
て
は
わ
か
り
に
く
い
問

題
を
勉
強
し
て
も
ら
う
機
会
と

し
て
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ご
指
摘
の
通
り
、
開
業
医

か
ら
の
紹
介
が
有
効
な
の
で
、

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

　

薬
価
と
仕
入
れ
税
額
の
問
題

に
つ
い
て
、
吉
岡
正
雄
先
生
が

東
京
の
集
会
で
発
言
し
た
。
私

も
財
務
省
交
渉
に
参
加
し
て
き

た
。
統
計
デ
ー
タ
で
は
明
ら
か

な
医
療
機
関
の
損
税
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
を
診
療
報
酬
に
上

乗
せ
す
る
こ
と
は
、
非
課
税
に

反
す
る
。
ゼ
ロ
税
率
の
導
入
を

主
張
し
て
い
る
。
納
入
価
を
薬

価
に
し
て
差
額
を
な
く
し
て
い

る
と
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
診

療
報
酬
改
定
の
要
求
の
中
で
議

論
し
て
い
き
た
い
。

多
様
な
共
同
で

大
き
な
運
動
を加藤　擁一

副理事長

　

正
木
先
生
に
は
い
つ
も
国
会

行
動
に
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が

た
い
。
消
費
税
増
税
に
対
し
、

急
速
に
反
対
世
論
が
高
ま
っ
て

い
る
。
国
会
は
、
自
民
と
民
主

が
い
つ
取
引
し
て
成
立
し
て
し

ま
う
か
も
し
れ
な
い
緊
迫
し
た

情
勢
だ
。
世
論
と
運
動
が
大
事

だ
。
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

西
山
先
生
の
こ
ど
も
病
院
移

転
問
題
に
つ
い
て
は
、
協
会
は

当
初
か
ら
反
対
し
て
き
た
。
医

師
会
長
と
も
懇
談
し
意
見
交
換

し
て
い
る
。
県
民
に
知
ら
せ

て
、
こ
れ
か
ら
も
粘
り
強
く
反

対
運
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　

口
分
田
先
生
か
ら
ご
意
見
い

た
だ
い
た
よ
う
に
、
反
核
医
師

の
会
と
共
同
し
て
い
き
た
い
。

反
核
を
求
め
る
世
論
は
広
が
っ

て
い
る
が
、
オ
バ
マ
大
統
領
が

核
実
験
を
し
て
い
る
と
い
う
点

で
は
後
退
し
て
い
る
。
力
を
緩

め
て
は
い
け
な
い
。

　

藤
末
先
生
、
川
西
先
生
ご
指

摘
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
国

民
皆
保
険
制
度
が
崩
壊
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
反

対
運
動
を
進
め
て
い
る
。
先

日
、
Ｊ
Ａ
の
方
と
も
懇
談
し
、

医
師
の
反
対
は
「
心
強
い
」
と

言
わ
れ
た
。
医
療
を
守
る
立
場

で
広
範
な
国
民
と
共
同
し
て
い

き
た
い
。
６
月
に
は
シ
ン
ポ
を

開
き
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

も
予
定
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
シ
ン
ポ
は
、
政
策

部
で
も
推
進
派
を
呼
び
た
い
と

企
画
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
実

現
し
な
か
っ
た
。
推
進
派
の
論

点
を
我
々
側
か
ら
あ
げ
て
、
運

営
し
た
い
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た

だ
き
た
い
。

　

原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
、
山

田
先
生
の
指
摘
は
そ
の
通
り

だ
。
兵
庫
県
は
原
発
か
ら
１
０

０
キ
ロ
圏
内
に
あ
り
、
事
故
に

な
れ
ば
、
深
刻
な
事
態
が
予
想

さ
れ
、
世
論
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
県
医
師
会
な
ど
に
よ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
郷

地
副
理
事
長
が
講
演
し
た
。
決

議
案
に
も
、
再
稼
働
反
対
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

　

清
水
先
生
か
ら
の
日
常
診
の

成
功
に
向
け
て
は
、
重
ね
て
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

冨
澤
先
生
の
、
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
に
つ
い
て
の
運

動
は
３
年
に
な
り
、
着
実
に
広

が
っ
て
い
る
。
大
き
な
運
動
に

し
て
い
き
た
い
。

　

藤
井
先
生
の
電
磁
波
に
つ
い

て
は
昨
年
も
指
摘
い
た
だ
い

た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
指
摘
は
重
要

だ
。
学
習
会
等
検
討
し
て
い
き

た
い
。

歯科部会

冨澤洪基評議員
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油
谷
先
生
が
接
遇
の
基
本
を
解
説

支　　部　　の　　催　　物　　案　　内支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

地
球
温
暖
化
の

影
響
は
漢
方
に
も

感 想 文

日　時　７月21日（土）14時～
会　場　西宮市勤労会館大ホール
記念企画　 ウクライナの歌姫「ナターシ

ャ・グジーコンサート」
※終了後、懇親会（無料）

■西宮・芦屋支部■第32回総会
日　時　６月30日（土）14時～
会　場　加東市・滝寺荘
記念講演　 支払基金における審査の現状

と問題点 Pt2
講　師　支払基金兵庫支部　南鉄雄氏
※終了後、懇親会（無料）

■北播支部■第28回支部総会

日　時　６月30日（土）14時30分～
会　場　あかし男女共同参画センター
テーマ　 接遇の基礎とクレーム対応の

ポイント
講　師　 人材育成コンサルタント
　　　　松田幸子先生
参加費　1000円　※受講証を発行

■明石支部■接遇講座

日　時　７月21日（土）14時～
会　場　 サンシビック尼崎　中央地区

会館大ホール
記念企画　「100,000年後の安全」上映会
※終了後、懇親会（無料）

神戸支部　職員接遇研修会神戸支部　職員接遇研修会
　

神
戸
支
部
は
４
月
21
日
、
職

員
接
遇
研
修
会
「
患
者
を
モ
ン

ス
タ
ー
に
し
な
い
接
遇
」
を
協

会
会
議
室
で
開
催
し
、
１
０
８

人
が
参
加
し
た
。
油
谷
純
子
目

白
大
学
短
期
大
学
部
生
活
科
学

科
教
授
が
講
師
を
務
め
た
。
参

加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

　

神
戸
市
長
田
区
で
４
月
か
ら

継
承
開
業
す
る
こ
と
と
な
り
、

患者の立場にたつ
　　　　　接遇を

感
想
文

こ
の
た
び
接
遇
研
修
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
初
め
て
来
院
さ
れ
た
患

者
様
は
、
大
き
な
不
安
や
心
配

を
か
か
え
て
来
院
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
足
を
一

歩
踏
み
入
れ
た
時
の
第
一

印
象
が
、
患
者
さ
ん
に
安

心
感
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
ど
う
か
の
決
め
手

で
あ
り
、
今
後
の
患
者
・

医
師
関
係
に
も
大
き
く
影

響
す
る
と
考
え
て
い
た
た

め
、
こ
の
た
び
の
研
修
は

大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。
元
気
な
あ
い
さ
つ
、

丁
寧
な
言
葉
遣
い
、
適
切

な
電
話
対
応
、
相
手
の
立

場
に
た
っ
て
行
動
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
医
療
関
係
者

は
、
特
に
接
遇
が
大
切
で

す
が
、
他
の
企
業
様
と
は

異
な
り
、
恥
ず
か
し
な
が

ら
今
ま
で
き
っ
ち
り
と
学
ぶ
機

会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
接

遇
は
医
師
の
み
な
ら
ず
、
看
護

師
、
受
付
ス
タ
ッ
フ
皆
に
と
っ

て
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

次
回
は
ぜ
ひ
ス
タ
ッ
フ
全
員
で

参
加
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

 

【
長
田
区　

松
井　

可
奈
】

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
な
い

真
の「
接
遇
」

感 想 文 姫
路
姫
路
・・
西
播
支
部　

職
員
接
遇
研
修
会

西
播
支
部　

職
員
接
遇
研
修
会

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
５
月
19

日
、
職
員
接
遇
研
修
会
「
接
遇

の
基
本
と
ク
レ
ー
ム
対
応
」
を

姫
路
商
工
会
議
所
で
開
催
し
、

81
人
が
参
加
し
た
。
油
谷
純
子

目
白
大
学
短
期
大
学
部
生
活
科

学
科
教
授
が
講
師
を
務
め
た
。

参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す

る
。

　

５
月
19
日
、
土
曜
日
の
午

後
、
姫
路
市
内
で
の
接
遇
研
修

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
わ
が
医
院
は
私
と
ス
タ

ッ
フ
計
３
人
で
接
遇
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

医
療
現
場
の
競
争
激
化
の
な

か
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
力
さ

れ
て
い
る
の
か
、
多
く
の
女
性

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
本
当
に
熱

心
に
先
生
の
講
演
を
聴
い
て
お

ら
れ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

と
も
す
れ
ば
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

さ
れ
た
も
の
を
上
っ
面
だ
け
で

実
践
し
が
ち
な
日
常
の
医
療
現

場
に
お
い
て
、〝
接
遇
た
る
も

の
何
ぞ
や
〞。
そ
の
意
味
を
知

っ
た
上
で
実
際
に
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
真
の
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
油
谷
先
生
の
ご
講
演

は
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
大
変

有
意
義
な
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。
楽
し
い
講
義
内
容
で
あ

り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間

で
し
た
。

　

今
回
の
学
習
を
明
日
か
ら
の

臨
床
お
よ
び
日
常
の
社
会
生
活

よ
。

【
姫
路
市
・
歯
科

 

　

松
下　

元
臣
】

生薬の詳しい説明を受けた

　

薬
科
部
は
５
月
13
日
、
バ
ス

ツ
ア
ー「
京
都
薬
用
植
物
園
見

学
と
哲
学
の
道
散
策
」
を
開
催

し
、
医
師
・
薬
剤
師
ら
43
人
が

参
加
し
た
。
参
加
者
の
感
想
文

を
紹
介
す
る
。

　

京
都
薬
用
植
物
園
は
京
都
市

の
北
東
部
、
比
叡
山
の
麓
に
あ

る
、
敷
地
面
積
９
万
４
０
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
植
物

園
で
す
。
薬
用
植
物
を
中
心
に

２
４
０
０
種
類
の
植
物
が
栽
培

さ
れ
て
お
り
、
特
別
見
学
会
以

外
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
と
思
い
、
親
子

で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

園
内
は
た
っ
た
６
人
で
管
理

さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
ほ

ど
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
お

り
、
職
員
の
方
々
の
日
々
の
努

力
の
賜
物
と
思
い
ま
し
た
。
こ

こ
は
ム
ラ
サ
キ
や
桔
梗
な
ど
の

絶
滅
危
惧
種
の
保
全
、
薬
用
植

物
の
栽
培
研
究
だ
け
で
な
く
近

隣
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

環
境
教
育
な
ど
、
幅
広
い
活
動

を
行
っ
て
お
ら
れ
る
と
う
か
が

い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員

の
方
の
説
明
も
分
か
り
や
す

く
、
特
に
漢
方
処
方
園
で
は
代

表
的
な
処
方
ご
と
に
構
成
植
物

を
植
え
て
あ
り
、
見
学
者
に
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
と
の
心
配

り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ダ
イ
オ
ウ
は
高
地
に
自
生
す

る
植
物
で
、
武
田
薬
品
で
品
種

改
良
さ
れ
た
シ
ン
シ
ュ
ウ
ダ
イ

オ
ウ
（
武
田
漢
方
便
秘
薬
の
構

成
生
薬
）
は
地
球
温
暖
化
の
影

響
で
信
州
で
も
栽
培
が
難
し
く

薬
科
部
バ
ス
ツ
ア
ー

な
っ
て
き
た
た
め
、
今
は
北
海

道
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
は

生
薬
の
栽
培
に
も
現
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
紫
雲
膏
の
「
紫
」
は

構
成
生
薬
の
ム
ラ
サ
キ
、

「
雲
」
は
華
岡
青
洲
の
通
称

「
雲
平
」
に
由
来
し
て
い
る
こ

と
も
教
わ
り
ま
し
た
。

　

園
内
を
歩
き
な
が
ら
の
説
明

の
中
で
日
々
の
生
活
に
直
結
し

た
情
報
を
い
た
だ
い
た
り
、
知

識
と
し
て
は
知
っ
て
い
て
も
初

め
て
見
る
も
の
も
多
々
あ
っ
た

り
し
て
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
空

の
下
で
よ
い
勉
強
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
職
員
総
出
で
私
た

ち
を
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
植
物

園
の
方
々
及
び
、
今
回
の
バ
ス

ツ
ア
ー
の
お
世
話
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
関
係
者
の
方
々
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

【
揖
保
郡
・
薬
剤
師　

 

上
田　

紀
子
】

　

明
石
支
部
は
４
月
21
日
、
西

明
石
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ

ザ
で
会
員
懇
談
会
「
失
敗
し
な

い
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
と
退
職
時

の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
策
」
を
開

催
。
講
師
に
桂
労
務
社
会
保
険

総
合
事
務
所
所
長
で
月
刊
保
団

連
・
臨
時
増
刊
号
「
医
院
経
営

と
雇
用
管
理
」
の
全
体
監
修
も

務
め
て
い
る
桂
好
志
郎
社
会
保

険
労
務
士
を
招
き
、
会
員
ら
16

人
が
参
加
し
た
。

　

桂
氏
は
、
採
用
募
集
時
の
広

告
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
票

の
内
容
か
ら
、
面
接
時
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
ま
で
実
践
的
な
工
夫
を

紹
介
。

　

ま
た
、
最
近
の
医
療
機
関
で

の
労
使
ト
ラ
ブ
ル

の
具
体
例
と
傾
向

を
示
し
、
普
段
か

ら
注
意
す
べ
き
点

を
明
ら
か
に
し

た
。

　

参
加
し
た
会
員

か
ら
は
、「
今
年

の
春
の
採
用
で
思

う
よ
う
に
人
が
集

ま
ら
な
か
っ
た
。

も
う
少
し
早
く
桂

氏
の
話
を
聞
い
て

い
れ
ば
良
か
っ

た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

「そうだったのか！」実践的なアイディアが満載

まずは基本のあいさつから

明石支部　会員懇談会明石支部　会員懇談会

プロにきく

 雇用管理のテクニック

初心者のための 初心者のための 保険請求事務講習会（医科）保険請求事務講習会（医科）
［神戸会場①］
　日　時　７月14日（土）～15日（日）
　会　場　協会会議室（JR・阪神「元町駅東口」から南へ徒歩７分）
［姫路会場］
　日　時　８月４日（土）～５日（日）
　会　場　姫路商工会議所201研修室（JR「姫路駅」から北東へ徒歩20分）
［西宮会場］
　日　時　９月１日（土）～２日（日）
　会　場　西宮市民会館301号室（阪神「西宮駅」下車、北へ徒歩１分）
［神戸会場②］
　日　時　９月８日（土）～９日（日）
　会　場　協会会議室（JR・阪神「元町駅東口」から南へ徒歩７分）

◆プログラム
　〈１日目　14時30分～17時30分　※姫路会場のみ15時～18時〉
　　保険診療とは／窓口業務／薬剤点数計算　など
　〈２日目　10時～15時〉
　　診療報酬請求の実務／レセプト作成実習（外来分のみ）
◆定　員　各会場80人予定（定員になり次第締め切り）
◆参加費　8000円（資料代・２日目昼食代含む）
◆２日間とも参加された方には「修了証」を発行します。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1803　まで

に
も
役
立
た
せ

て
い
き
た
い
で

す
。
ど
う
ぞ
先

生
方
も
、
ス
タ

ッ
フ
の
み
で
は

な
く
、
ご
自
身

で
参
加
さ
れ
て

み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

結
構
〝
目
か
ら

ウ
ロ
コ
〞
で
す

■尼崎支部■
第41回総会・創立40周年記念企画
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認
知
症
発
症
の
引
き
金
に
、

「
思
い
だ
し
た
く
も
な
い
、
早

く
忘
れ
て
し
ま
い
た
い
痛
恨
の

過
去
」
が
関
与
し
て
い
る
よ
う

に
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
に
は

理
由
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
周

囲
の
方
に
お
話
し
も
し
、
１
９

９
５
年
の
第
９
回
保
団
連
医
療

研
究
集
会
で
も
話
題
提
供
を
し

た
。
お
前
の
思
い
過
ご
し
だ
と

か
、
牽
強
付
会
だ
と
言
っ
て
取

り
あ
っ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た

が
、
こ
の
思
い
は
捨
て
き
れ
て

い
な
い
。

　

心
療
内
科
医
に
と
っ
て
、
診

断
・
治
療
の
一
助
と
し
て
生
育

歴
を
調
べ
る
こ
と
は
一
般
的
な

手
法
で
あ
る
。
栄
光
の
時
代
の

こ
と
を
引
き
出
し
た
話
は
た
く

さ
ん
あ
る
が
、
本
論
か
ら
外
れ

る
の
で
別
の
機
会
に
譲
り
、
痛

恨
の
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
を
取

り
上
げ
た
い
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

本
人
か
ら
聞
き
出
せ
る
こ
と
は

少
な
い
が
、
家
族
、
あ
る
い
は

そ
の
周
辺
の
方
か
ら
色
々
な
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
中
に
は
衝
撃
的
な
話
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
一
つ
は
、
あ
る
老
婦
人

に
関
わ
る
話
で
、
戦
時
中
、
沖

永
良
部
島
（
お
き
の
え
ら
ぶ
じ

ま
）
か
ら
徳
之
島
に
渡
る
時
、

ア
メ
リ
カ
の
潜
水
艦
（
？
）
に

撃
沈
さ
れ
、
乳
飲
み
児
を
背
中

認
知
症
の
方
の
過
去

灘
区　
　

岡
本　

好
司

に
背
負
っ
て
、
海
を
漂
流
さ
れ

た
時
の
話
で
あ
る
。

　

長
時
間
海
に
漂
っ
て
い
た

時
、
一
緒
に
浮
い
て
い
た
方
か

ら
、
背
中
の
子
ど
も
は
も
う
死

ん
で
い
る
か
ら
、
背
中
か
ら
離

せ
と
言
わ
れ
た
が
不
憫
で
な
ら

ず
、
せ
め
て
陸
に
上
が
っ
て
埋

葬
し
よ
う
と
思
っ
て
、
長
い
間

放
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か

し
、
疲
労
度
が
増
し
、
自
分
も

死
に
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
断

腸
の
思
い
で
そ
の
子
ど
も
を
海

に
放
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
一
生
の
悔
い
と
し
て

彼
女
の
心
に
重
く
圧
し
か
か
っ

て
い
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
慟
哭
（
ど
う
こ
く
）

の
涙
を
禁
じ
得
ず
、
こ
ち
ら
も

暗
澹
（
あ
ん
た
ん
）
た
る
思
い

と
な
っ
た
。

　

そ
の
他
、
ご
主
人
の
入
院

中
、
そ
の
弟
さ
ん
か
ら
、
兄
の

了
解
を
得
て
い
る
か
ら
と
騙
さ

れ
、
保
証
人
の
印
を
つ
か
さ
れ

て
破
産
に
追
い
込
ま
れ
た
奥
さ

ん
。
妻
妾
同
居
を
強
い
ら
れ
た

奥
さ
ん
。
ご
主
人
に
内
緒
で
金

の
相
場
に
手
を
出
し
て
大
損
を

し
、
顔
が
変
形
す
る
ほ
ど
殴
ら

れ
た
奥
さ
ん
。
姑
に
虐
め
ら
れ

た
過
去
を
持
つ
戦
争
未
亡
人
、

等
々
。

　

現
在
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

伺
っ
た
話
や
、
ご
存
命
の
方
の

話
は
書
け
な
い
が
、
こ
の
こ
と

に
関
す
る
情
報
は
、
全
員
で
は

な
い
が
、
数
多
く
の
認
知
症
の

ご
家
族
か
ら
証
言
が
得
ら
れ
て

い
る
。

　

認
知
症
の
方
に
は
消
し
去
っ

て
し
ま
い
た
い
過
去
が
あ
っ

て
、
忘
れ
て
し
ま
い
た
い
か

ら
、
記
憶
中
枢
の
機
能
が
低
下

し
、
忘
れ
る
病
気
に
な
っ
た
の

だ
と
い
う
考
え
は
捨
て
が
た

く
、
い
ま
だ
に
心
の
中
で
燻
っ

て
い
る
。

　

今
は
痛
恨
の
思
い
を
聞
く
こ

と
で
、
寝
た
子
を
起
こ
す
よ
う

な
こ
と
に
な
っ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
、
質
問
が
し
に
く
く
な

っ
て
い
る
。
出
来
事
と
対
応
の

仕
方
と
で
結
果
が
出
る
の
で
、

対
応
の
仕
方
を
変
え
れ
ば
良
い

が
、
こ
の
方
達
は
そ
れ
が
困
難

と
い
う
面
も
あ
る
。

　

認
知
症
専
門
医
で
、
こ
の
こ

と
を
解
明
し
て
い
た
だ
け
る
先

生
が
い
て
く
だ
さ
れ
ば
嬉
し
く

思
い
、
そ
れ
が
、
認
知
症
の
予

防
に
つ
な
が
る
手
掛
か
り
に
な

れ
ば
あ
り
が
た
い
と
考
え
て
い

る
。

〈外来での高額療養費の現物給付化〉
Ｑ１　70歳以上で高額療養費の現物給付
を取り扱う場合は、限度額適用・標準負
担額減額認定証（患者が事前に保険者に
申請）が必要か。
Ａ１　低所得者世帯に属する被保険者の
み認定証が必要です（下表参照）。
Ｑ２　72歳の一般所得の患者で、４月分
合計点数が8,306点だったが、一部負担
金額欄が未記載であると返戻されたがな
ぜか。
Ａ２　70～74歳の高齢受給者の一部負担
金は特例措置で一般・低所得者について
１割負担となっていますが、高額療養費
は２割負担として計算するため、このケ
ースは負担限度額の12,000円を超え該当
します。該当する場合はレセプト右下の
一部負担金額欄に実際に徴収した１割分

の金額を記載してください。

〈金属裏装ポンティック〉
Ｑ３　金属裏装ポンティックは６番をヘ
ミセクションした小臼歯相当のケースで
も請求できるか。
Ａ３　大臼歯部には使用できません。鋳
造ポンティックでの請求となります。
Ｑ４　小臼歯の金属で覆われた咬合面に
穴を開けて中にレジンを詰めた場合、金
属裏装ポンティックを算定できるか。
Ａ４　算定できません。鋳造ポンティッ
クでの請求となります。
　金属裏装ポンティックは前歯、小臼歯
の咬合面を金属で鋳造して他の部分にレ
ジン歯をつける方法です。人工歯料が別
に算定できます。なお、人工歯の代わり
に硬質レジンで覆っても算定できます。

高額療養費の現物給付化（70歳以上の取り扱い） 負担限度額

年齢と所得区分 外来窓口で確認する認定証等 個人単位

高齢受給者
（70歳～74歳
後期高齢者除く）

低所得者Ⅰ（Ⅰ）
低所得者Ⅱ（Ⅱ）

保険証＋高齢受給者証
＋限度額適用・標準負担額減額認定証 8,000円　

一般所得者（Ⅲ）
保険証＋高齢受給者証

12,000円※

現役並み所得（Ⅳ） 44,400円　

後期高齢者
（75歳以上、
65歳以上で一定
の障害のあるも
の）

低所得者Ⅰ（Ⅰ）
低所得者Ⅱ（Ⅱ）

後期高齢者医療被保険者証
＋限度額適用・標準負担額減額認定証 8,000円　

一般所得者（Ⅲ）
後期高齢者医療被保険者証

12,000円※

現役並み所得（Ⅳ） 44,400円　

注：太字（　　）内のⅠ～Ⅳは限度額適用認定証等に表示されている区分
※ 2013年４月以降は特例措置期間の延長がなければ12,000円から24,600円に負担限度額が引き
上がる

　

民
主
党
政
権
の
２
年
半
の
間
、
我
々
は
医
療
崩
壊
か
ら
の
脱
却
を
求
め
て
、
小
泉
政
権
か
ら

続
く
「
構
造
改
革
」
路
線
の
転
換
を
訴
え
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
野
田
内
閣
を
は
じ
め
民
主

党
が
示
し
た
の
は
、
選
挙
公
約
に
対
す
る
裏
切
り
と
「
構
造
改
革
」
路
線
へ
の
回
帰
で
あ
っ

た
。

　

診
療
報
酬
改
定
は
、
先
進
国
並
み
に
医
療
費
を
増
や
す
と
の
公
約
に
は
程
遠
く
、
医
療
崩
壊

を
く
い
と
め
る
に
は
困
難
な
ゼ
ロ
改
定
で
あ
っ
た
。
改
定
内
容
も
、
在
宅
の
受
け
皿
を
整
備
し

な
い
ま
ま
入
院
日
数
の
短
縮
を
め
ざ
す
な
ど
医
療
費
抑
制
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
国

で
「
孤
立
死
」
が
相
次
い
で
い
る
が
、
こ
れ
は
在
宅
医
療
や
介
護
・
福
祉
が
社
会
的
弱
者
に
行

き
届
い
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
我
々
は
診
療
報
酬
を
引
き
上
げ
、
介
護
・
福
祉
制
度

の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

政
府
が
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
と
称
し
て
い
る
消
費
税
増
税
計
画
は
、
医
業
経
営

を
一
層
悪
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
政
府
の
歳
入
に
大
き
な
穴
を
あ
け
て
い
る
の

は
、
法
人
税
を
減
税
し
、
大
企
業
優
遇
税
制
を
継
続
し
て
い
る
政
府
自
身
で
あ
る
。
し
か
も
、

デ
フ
レ
経
済
の
も
と
で
の
増
税
は
景
気
を
悪
化
さ
せ
る
最
悪
の
選
択
肢
で
あ
る
。

　

野
田
首
相
が
参
加
を
め
ざ
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
国
民
皆
保
険
を
崩
壊
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
、
情
報
の
非
公
開
や
、
元
に
も
ど
す
こ
と
の
で
き
な
い
ラ
チ
ェ
ッ
ト
条
項
、
企
業
が
国
を

訴
え
る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
な
ど
、
国
民
主
権
そ
の
も
の
が
蹂
躙
さ
れ
る
国
際
条
約
で
あ
る
。
我
々

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
参
加
し
な
い
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

兵
庫
県
は
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
を
方
針
決
定
し
た
が
、
災
害
時

に
孤
立
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
県
医
師
会
な
ど
の
反
対
意
見
も
無
視
し
て
い
る
。
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
に
し
、
沿
岸
地
へ
の
移
転
計
画
は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

福
島
原
発
事
故
以
来
、
政
府
は
、
原
発
を
推
進
し
て
き
た
原
子
力
安
全
・
保
安
院
の
改
編
も

行
わ
ず
、
福
島
県
が
求
め
た
こ
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
拒
否
し
、
被
曝
の
実
態
把
握
も
お
ざ

な
り
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
き
わ
め
て
重
大
な
政
治
の
怠
慢
で
あ
る
。
野
田
内
閣
は
、
電

力
需
要
が
逼
迫
す
る
と
の
試
算
を
う
の
み
に
し
て
、
停
止
し
た
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
国
民
が
納
得
で
き
る
情
報
開
示
と
、
監
視
し
規
制
す
る
民
主
的
な
体
制
の
確
立
も

な
し
に
、
再
稼
働
す
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。

　

我
々
は
、
社
会
保
障
を
拡
充
さ
せ
、
沖
縄
・
普
天
間
基
地
問
題
の
解
決
を
含
め
、
憲
法
通
り

の
国
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
下
記
の
要
求
実
現
に
奮
闘
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
も
の
で
あ
る
。

記　

一
、
診
療
報
酬
改
定
の
不
合
理
を
是
正
し
、
大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
を
実
現
す
る
こ
と
。

一
、
消
費
税
増
税
法
案
を
撤
回
し
、
医
療
に
ゼ
ロ
税
率
を
導
入
す
る
こ
と
。

一
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
な
い
こ
と
。

一 

、
東
日
本
大
震
災
の
医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
措
置
を
、
復
興
が
完
了
す
る
ま
で
延
長
し
、

全
被
災
医
療
機
関
の
再
建
に
公
的
支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
。

一 

、
停
止
し
た
原
発
の
再
稼
働
を
行
わ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
に
転

換
す
る
こ
と
。

一
、
神
戸
市
の
先
端
医
療
産
業
都
市
計
画
を
防
災
面
か
ら
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
。

一
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
計
画
を
中
止
す
る
こ
と
。

一
、
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
実
現
す
る
た
め
、
保
険
適
用
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。

一 

、
窓
口
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
。
子
ど
も
と
高
齢
者
の
窓
口
負
担
は
無
料
に
す
る
こ

と
。

一 

、
高
す
ぎ
る
国
保
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
短
期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の
発
行
を
や
め
る
こ

と
。

一
、
平
和
憲
法
を
守
り
、
普
天
間
基
地
の
「
国
外
移
転
」
を
ア
メ
リ
カ
に
求
め
る
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。
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「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会 市民講座

歯を大切にして健康が花咲いた町
　　「8

ハチ

0
マル

2
ニイ

0
マル

」運動発祥の地、兵庫県・南光町の経験から
日　時　７月１日（日）14時30分～　　 会　場　協会会議室
講　師　元南光町長　山田兼三さん　　参加費　無料
お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

核戦争を防止する兵庫県医師の会 設立30周年記念講演会

宇宙飛行士・秋山豊寛さんが語る
　　　　　　　　未来に残そう平和な地球
日　時　７月22日（日）14時～16時 　　会　場　協会会議室
参加費　無料
お問い合わせは、☎078－393－1807　平田・有本まで



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から
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－657－
三田市・大槻歯科医院　 大槻　榮人先生

歯科用コーンビームCT画像を用いた
下顎埋伏智歯根尖と下顎管との位置関係についての検討

―パノラマＸ線写真と歯科用CT画像における比較（下）―

（前号からのつづき）
　下顎智歯抜歯は、日常頻繁に行われる
処置でありながら、偶発症の多い処置で
もある。抜歯に伴う下唇の感覚麻痺やし
びれを予防するためには、十分な術前検
討を行う必要がある。
　埋伏している下顎智歯の位置や下顎管
との関係について、通常パノラマＸ線写
真が用いられる。しかし、パノラマＸ線
写真は２次元データであり、しかも断層
撮影のため、本当の立体的位置関係とは
異なる場合も多く、十分な情報が得られ
にくい。
　近年、歯科用コーンビームCT（CBCT）
の普及に伴い、顎顔面領域でも立体的な
高解像度の画像が得られるようになって
きた。そこで、本研究ではパノラマＸ線
写真で下顎智歯が下顎管に近接している
症例に対し、CBCT検査を行い、両所見
の関連性について検討したので報告す
る。

対象と年齢分布
　研究対象は、2008年２月から2009年11
月まで、当院を受診した患者さんのう
ち、パノラマＸ線写真で下顎智歯が下顎
管に近接していると判断された症例で、
CBCT検査を行った167例283歯である。
　男性58例104歯、女性109例179歯で、
左右側別の男女比は図１のとおり、平均
年齢は29.7±11.1歳であった。患者の年
齢分布は、20～29歳がもっとも多く153
例、19歳までが34例、30～39歳が39例、
40～49歳が32例、50～59歳が19例、60歳

以上が６例であった。

下顎智歯と下顎管の位置関係
　パノラマＸ線写真上で下顎智歯
と下顎管の位置関係を詳しく調査
するために、下顎智歯根尖と下顎
管との距離について、天野らの報
告に準じて分類した（６月５日付
参照）。
　図２に示すように、Ⅱｂすなわ
ち根尖が下顎管に重なっているが
下顎管幅の２分の１以下のものが
283歯中107歯、次いでⅡａの下顎
管幅の２分の１以上重なっている
ものが81歯であった。智歯の根尖
が、下顎管を超えて下方にあると
判断されたⅠは22歯であった。
　次に、下顎埋伏智歯抜歯の難易
度との関連について調査した。図
３に示すような吉増の分類の結
果、Ｃが最も多く283例中123例、
次いでＢが89例、Ｄが43例であっ
た。

パノラマ所見とCBCT所見の比較
　パノラマＸ線写真は２次元のデータで
あり、パノラマ写真から智歯と下顎管と
の立体的位置関係は把握できない。そこ
で、コーンビームCT（CB MercuRay、
日立製作所；CBCT）を撮影し、パノラ
マＸ線写真で得られる所見とCBCT所見
との比較を行った。
　下顎智歯と下顎管が完全に交叉してい
るⅠでは、パノラマ所見とCBCT所見は

86.3％一致しており、両者が完全に
離れているIVでも一致率は73.3％と
高かった。しかし、下顎智歯と下顎
管が接しているⅢでは、一致率は
44.8％と低く、両者が交叉している
Ⅱａ、Ⅱｂでは58.0％、66.4％であ
った（図４）。
　次に、パノラマＸ線写真上で重要
な白線の有無について調べた。白線
は、下顎管の管壁を映すもので、白
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図１　研究対象

図２　下顎智歯根尖と下顎管の位置関係

図３　難易度分類

図４　パノラマ所見とCT所見の比較 １

図５　パノラマ所見とCT所見の比較 ２

第21回日常診療経験交流会

■分科会の話題を募集します■
　年に一度、日常診療上の創意・工夫や研究内容を発表し交流する本年の日常診
療経験交流会のメインテーマは「五感！六感!! ふれあう医療～感性を研ぎすまし
て」。医師・歯科医師・薬剤師、メディカルスタッフのみなさん、ふるって分科
会への話題提供にご応募ください。

日　時　10月28日（日）10時～17時
会　場　神戸市産業振興センター９・10階
　　　　（JR、高速神戸駅から南へ徒歩７分～10分・ハーバーランド内）
企　画　 分科会発表、ポスターセッション、医科・歯科・薬科交流企画、分科会

特別企画、心肺蘇生法実技講習会、情報ネットワークコーナー、趣味の
展示会、プレ企画など。

〈分科会の話題提供テーマ〉　締め切り　８月31日（金）
　メインテーマ、日常診療、在宅・地域医療、病診・診診連携、医科・歯科・薬
科の連携・工夫、東日本大震災関連など。掲示板によるポスターセッションも歓
迎。400字程度の要旨、スライドの有無・枚数などをお知らせください。

■分科会特別企画「今さら聞けない、教えて」質問テーマ募集■
　医科・歯科・薬科の連携へ、他科に聞いてみたいちょっとした質問をお寄せく
ださい。回答は当日行います。
【テーマ例】「こんなときどうする」「医科・歯科・薬科がお互いに知っておくべ
きこと」「薬の服薬指導、飲み合わせ」「日常診療の成功例・失敗例」「医療訴訟
事例の紹介」「災害時の備え」など。

■医科・歯科・薬科交流企画「抗凝固剤の最近の知見」（仮）■
　「抗凝固剤」の最近の話題について、医科、歯科、薬科それぞれの立場から話
題提供いただき、質疑応答・フロア発言も含めディスカッションを行います。

お問い合せ・お申し込みは、☎078－393－1803、FAX　078－393－1802まで

線の消失は智歯と下顎管との近接を示す
所見となる。これをCBCT所見と照らし
合わせてみると、パノラマ写真上で白線
消失と判断された172歯中118歯は、
CBCT上でも智歯根尖と下顎管が接触し
ていることが認められ、一致率は68.6％
であった。
　しかし、パノラマで白線が確認できた
111歯でも49歯は、CBCT上では根尖と下
顎管は接触していると認められた（55.9
％）。両者の所見についてx２検定を行う
と、有意差が認められた。つまり、過半
数はパノラマとCBCTの所見が一致する
が、逆に半数近くはパノラマとCBCTの
所見が異なることが明らかとなった（図

５）。

まとめ
　以上より、パノラマＸ線写真で得られ
る所見とCBCTで得られる所見に、有意
な違いがあることが明らかとなった。
CBCTを撮影することにより、パノラマ
Ｘ線写真ではわからない下顎智歯根尖と
下顎管の立体的関係の所見を得ることが
できる。
　下顎智歯の抜歯を行う前に、これらの
所見を参考に患者に対しインフォームド
・コンセントを行う必要があると思われ
た。

医療事務の必須アイテム
『新点数・介護報酬Ｑ&Ａ　
 レセプトの記載』

お問い合わせ、ご注文は、☎078－393－1803まで

「ご存知ですか　有床診療所」
　－パンフ・チラシを
 ご活用ください－　

パンフＢ５判８頁、
チラシＡ４判両面
代金・送料無料

定価　2000円
（送料込み）

（医科用）
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